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まんが、 き 

こ の 規格 は， 工業 標準化 法 第 14 条に よって 準用す る 第 12 条第 1 項の 規定に 基づき， 財団法人 自転車 産 
業 振興 協会 （JBPI) 及び 財団法人 日本規格協会 （JSA) から， 工業 標準 原案 を 具して 日本工業規格 を 改正す 
べきとの 申出が あり， 日本 工業 標準 調査 会の 審議 を 経て， 経済 産業 大臣が 改正した 日本工業規格 である。 

これによ つて， JISD 9301:2008 は 改正され， この 規格に 置き換えられた。 

なお， 平成 22 年 11 月 19 曰までの 間 は， 工業 標準化 法 第 19 条第 1 項 等の 関係 条項の 規定に 基づ く JIS 
マーク 表示 認証に おいて， JISD9301:2008 による ことができる。 
こ の 規格 は， 著作権法で 保護 対象 と なって いる 著作物で ある。 

この 規格の 一部が， 特許権， 出願 公開 後の 特許 出願， 実用新案 権 又は 出願 公開 後の 実用新案 登録 出願に 
抵触す る 可能性が ある ことに 注意 を 喚起す る。 経済 産業 大臣 及び 日本 工業 標準 調査 会 は， このような 特許 
権， 出願 公開 後の 特許 出願， 実用新案 権 及び 出願 公開 後の 実用新案 登録 出願に かかわる 確認に ついて， 貴 
任 はもたない。 
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一般 用 自転車 

Bicycles for general use 

序文 

この 規格 は， 1996 年に 第 4 版と して 発行され た ISO 4210 を 基と し， 安全性の 確保な ど を 図る ため， 技 

術 的 内容 を 変更 し て 作成 した 日 本 工業規格 であ る 。 

なお， この 規格で 側線 又は 点線の 下線 を 施して ある 箇所 は， 対応 国際規格に はない 事項で ある。 変更の 
一覧表に その 説明 を 付けて， 附属 書 JB に 示す。 また， 附属 書 JA は 対応 国際規格に はない 事項で ある。 

1 適用 範囲 

この 規格 は， JISD 9111 の 規定で 分類され る 一般 用 自転車 （以下， 自転車と いう。） について 規定す る。 
なお， 一般 用 自転車と は， スポーツ 車， シティ 車， 実用 車， 子供 車 及び コンパクト 車 をい う。 
注記 この 規格の 対応 国際規格 及び その 対応の 程度 を 表す 記号 を， 次に 示す。 
ISO 4210:1996， Cycles -Safety requirements for bicycles (MOD) 

なお， 対応の 程度 を 表す 記号" MOD" は， ISO/IEC Guide 21-1 に 基づき， "修正して いる" 
こと を 示す。 

2 引用 規格 

次に 掲げる 規格 は， この 規格に 引用され る ことによって， この 規格の 規定の 一部 を 構成す る。 これらの 
引用 規格 は， その 最新 版 （追 補 を 含む。） を 適用す る。 
JISA1481 建材 製品 中の アスペス ト 含有率 測定 方法 
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一 第 2 部 
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一般 用メ一 
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一 第 3 部 


： ねじ 部品 用に 選択した サイズ 
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ヒ^え ズニ土 Pl^Sffi び隱 5* 
JIS C 9502 自 転 車 用 灯火 装置 

注記 対応 国際規格 ： ISO 6742-1:1987, Cycles -Lighting and retro-reflective devices- Photometric and 

physical requirements ― Part 1: Lighting equipment (MOD) 

JISD 9101 自転車 用語 
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flS_D"A4— H 藍き ニズ ヒ： き. 

JIS 9416 …産 転 裏 - .さ ダんヒ 
JIS D 9417 自転車 用 チェーン 

注記 対応 国 際 規格 ： ISO 9633 ： 2001, Cycle chains ― Characteristics and test methods (MOD) 

J お. P.?— 4 が… Jl 転 連 二？.. 1 丄 二す、. ィニ /レ I び 企ぎ:， 
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JIS D 9421 自転車— リム 

注記 対応 国際規格 ： ISO 5775-2: 1996, Bicycle tyres and rims -Part 2: Rims 及び Amendment 1 (2001) 
(MOD) 
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JIS D 9452 自転車一 リ フレックス リフレ クタ 

注記 対応 国際規格 ： ISO 6742-2: 1985, Cycles 一 Lighting and retro-reflective devices -Photometric and 
physical requirements — Part 2: Retro-reflective devices (MOD) 
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JIS K 6302 自 転 車 用 タイヤ 

注記 対応 国際規格 ： ISO 5775-1:1 994， Bicycle tyres and rims 一 Part 1 : Tyre designations and dimensions 
(MOD) 

よ ほ K^Q え- 事え イ^ 昼 えさ ニズ 

^二::! illl 諮 まさ 接 
flSA おお… 研應 
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JIS T 8134 自転車 用へ ルメット 
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3 用語 及び 定義 

この 規格で 用いる 主な 用語 及び 定義 は， JISD9101 による ほか， 次に よる。 

3.1 

セィフ ティ フック 

カン チレ バー 形 キヤ リパ ブレーキの ワイヤ 切断 事故に 備えて， つり ワイヤが 車輪に 巻き込まれな いよ う 
に， これ を 受け止める 保護 装置。 
3.2 

コントロール ケーブル 

装置 類 を 操作す る ケーブル （ブレーキ ワイヤ， ディ レ一ラ ワイヤ 又は 前後に 取り付けた 錠 を 連動させる 
ための ワイヤ を 含む。）。 
3.3 

シ ョルダ パッド 

自転車 を 肩に 担いで 運搬す る 場合に 備えて， 上 パイプと 立 パイプとの 内角に 装備す る 肩当て。 
3.4 

コース 夕八ブ 

ペダル を 駆動と は 逆の 方向へ 回転 させて， 自転車の 制動 を 行う 機構 を 組み込んだ ハブ。 ISO 規格で はバ 
ック ペダル ブレーキ （back-pedal brakes) と 呼ばれて いる。 
3.5 

クイック レリ一 ズ八ブ 

フレームから の 車輪の 着脱 を ス パ ナ な どの 工具 を 使用 しない で， しかも 短時間で 行 うことの できる ハ ブ。 
3.6 

リング ケース 

主と して スポーツ 車で 使用され る 円 板 状の チヱ ーン ケースで， チヱ ーンと ギヤとの 間に 乗員の 衣服が 巻 
き 込まれる こと を 防ぐ ために， 右 クランクと ァ ウタ ギヤ 板との 間に 装備す る もの。 
3.7 

トゥク リップ 

乗員の 靴が ぺ ダル か ら 離れな いように 靴の つま 先 部分 をサ ポートす る 金具。 
3.8 

トウ ストラップ 

乗員の 靴が ペダルから 離れない よう に 靴 を 固定す るた めの バン ド。 
3.9 

ビンディング ペダル 

靴底に 装着す る 固定 部材 （ク リート） と， その 固定 部材に はめ 合うよう に 設計され た 専用の ペダル 体と 
を 固定で きる ようにし た 足 固定 装置 付 き ぺ ダル。 クリップ レス ペダル ともいう。 
3.10 

スポーク プロ テク タ 

多段フ リー ホイール 及び 多 段 小 ギヤの 最大 スプ ロケ ッ ト と スポークとの 間に 装備され る 円 板で， チェ 一 
ンが スポーク 側へ 脱落す るの を 防ぐ 用具。 
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3.11 

反射 性 タイヤ 

夜間， 自動車の ヘッドライト などの 照射に よる 自転車の 被 視認性 を 高める ために， サイド ウォール 部に 
環状の 反射 体 を 備えた 自転車 用 タイヤ。 
3.12 

はめ 合せ 限界 標識 

フ レーム 及び ハ ン ド ルス テム， 又は フ レーム と シート ポストと の 必要 最小限の はめ 合い 長さ を 示す 標識。 
3.13 

GD (gear development) 

クランク 軸が 1 回転 するとき に 自転車が 進む 距離 （歯 数 比 距離)。 車輪の 外周 長に 歯 数 比 を 乗じた 数値で 
表す。 
3.14 

一 体 卓 車 冊 

リム， スポーク 及び ハブ がー 体と なった 車輪。 
3.15 

鉄 糸 構成 咅1? 品 (ferrous component) 

ろ う 付け 及び 接着剤の よう な 結合 媒体 以外 は， 完全に 鉄 系 材料の 構成 部材で 構成され た 部品。 
3.16 

非 鉄 7^ 構成 咅 P 品 （non-ferrous component) 

接着剤の ような 結合 媒体 以外 は， 完全に 非 鉄 系 材料の 構成 部材で 構成され た 部品。 ただし， 鉄 及び 非 鉄 
の 両方で 作られた 部品 は， すべて 非 鉄と 分類す る。 

4 構成 及び 部品 
4.1 構成 

自転車 は， 走行 上 及び 安全 上 必要な 表 1 に 示す 部品で 構成し， スポーツ 車， シティ 車， 実用 車， 子供 車 
及び コンパ ク ト 車の 車種に 応じて 部品 を 選択して 組み合わせる。 
4.2 部品 

自転車の 部品 は， 表 1 に 示す 日本工業規格に よ る 力、， 又は これらの 日本工業規格に 定め る ものと 品質が 
同等 以上の もの を 用いる。 ただし， 表 1 に 示す 部品で， 適用す る 日本工業規格がない 部品 を 用いる 場合に 
は， 走行 上 及び 安全 上 必要 とする 品質 を もつ も のでな ければ な ら ない。 

なお， 駆動 を ベルトに よって 伝動す る ベルト 駆動 式の 自転車に あって は， ギヤ クランク， チヱ一 ン， フ 
リー ホイール， 小 ギヤ 及び ディ レー ラは， 表 1 の 日本工業規格 を 適用し ない。 また， 歯 付き ベルト は， 附 
属書， JA を 適用す る。 ねじ は， JISB0225, JISD9418 の 附属 書 A, 及び JIS D 9422 の 附属 書の 規定に よる 
ものの ほか は， JISB 0205-l〜JISB 0205-4 の 規定に よる ものと し， その 許容 限界 寸法 及び 公差 は， JIS B 
0209-l〜JIS B 0209-3 に 規定す る 公差 域 クラスの 6H/6g 以上と する。 
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表 1 一 構成 



部分 分類 a) 




PI 太て 目 枚 
Id 个丄 -采 ム乂个 な 


車体 部 


フし 一八 f フし 一 八/ ォ aff ^ 々 ーめ r K ヽフ 1 ノー 八 立 R»P -、 
/レ s\ L / レ ゝ， SU ぺヽ ノ 队りヽ ノレ ハ 口 ロノ 




操 だ （舵） 装置 


/ ヽヽノ 1"^ )) z 

, 、ン 「 /レ 


ire; n QA 1 , b) 


に c3 ヮ 


iic n QA 1 1 


ffi 請 M お 苦 
お B 力农 1 塵- 


ギ、 ャ 々う、 ノ/ 7 

-1 \ メノン ノ 


iio n QA 1 < 
J I S U y^*ij 


ハ 々、、 ？] ノ 

ペ y ノレ 


J IIS LI y4 1 o 


レ 力 々 H 、、/ つ。 一 U-t V. 1 レモ、、 メ マ° 

「ソノ ソッノ 力く ひ 「ソ ム r ノッ / 




ネー i _ ソ 
フエ ノ 




お /"T ト さパ、 バ k 

\M\ vJ さへ/ レ卜 


附 / 禹晋 JA 


フリー ホイール 及び 小 ギヤ 


丄 IS D 9418 


ユニット ノ、 ブり 


JIS D 9419 


困 U き フー リ （/ロン 卜 次 ひ リャ） 




走行 装置 


/-7 ノ お 

タづャ 


JIS K o302 


ィ- つ、、 
ァュ— ノ 


JIS K o304 


リム 


JIS D 9421 


ス ホーク 及 ひーッ フ ノレ 


JIS D 9420 


ノヽフ (晋 通ノ ヽフ， クイック レリー スノ ヽフ， ユー ットノ ヽフ， ノヽフ キヤ， 

コース タノ ヽノ， ノ ヽノノ レーキ 次 ひノヽ フタ イナ 七) 


JIS D 9419 


一体 単 lli 




チェンジ ギヤ 装置 


テ ィ レー ラ 


JIS D 9428 


ハフ ギヤ C) 


JIS D 9419 


ベ： 11ぁ に リ 十 » 

制動 装 m 


フ レーキ （リム フ レーキ， キヤ リノ ヽフ レーキ， ノヽン トフ レーキ， 1 人 J 拡 

ノレ 一 チ^ L ひ 了ィ パク ノレ チ J 


JIS D 9414 


J ース タノ ヽノ ,议 ひ ノヽノ ノレ 一 ヤノ 


JLS D 9419 


座席 装置 


44- ド ,1 
IT 卜 ノレ 


JIS u 9431 


積載 装置 


つ 、ノレ -t w 1 1 ■Jrf 

ノロ ン卜： V ャリャ 




リマ チヤ リマ 


J la u V453 


ノヽ スケッ 卜 




ノ、 ック 




停 立 装置 


マ 力、 ノ に、、 
スグン 卜 


JIS V 9453 


警報 装置 


バ、 >1 ノ 
へ ノレ 


ire r\ n^ci 


ザぜー 

ノ ダ 




11 "7 1 ノ、、 ' マ 1 1 つ 1 ノ々々 ^ つ n ヽノ" k 1 1 み 'ぺ 々、、，し—/?//^ ノ に、、 

リノ レソノ 入 ソノ レノク 、ノ .u ン广， リ飞, へ グ ノレ/^ ひ 'フつ r ) 




P/ ト 小 /-卜 々ノヤ &f Jf- _ つ。 '十， >、、 rr\ fej- k-Jt- 




陪 ト— 「 
プ毛^ 」 


tic ocni 


照明 装置 


閱敗 ひ」 


.iTC f nsn^ 


力 、、ノ +ェ 

y A ノ七 


rfo /"， t\rc\"\ 

JIS C y5i)Z 


, \ つ、、 な、 ヽノ 小 C) 

ノヽ ノタっ T て } 


WTC W\ CtAi ft 






保護 装置 


どろよけ ' 


JIS D 9411 


フラップ 




チェーン ケース 


JIS D 9454 


スポーク プロ テク 夕 




ピン カバー 




ドレス ガード 




セィフ ティ フック 
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表 1 - 構成 （続き) 



部分 分類" 〕 


ロロ 名 


曰 本 工業規格 


附属 部品 


錠 


JIS D 9456 


フレーム ポンプ 


JIS D 9455 


ボトル 及び ボトル ケージ 




シ ョ ル ダパッ ド 




部品 


クランク ピン 及び チェーン 引き 


JIS D 9432 


ボルト， ナツ 卜 及び 小ね じ 




隱) 部分 分類 は， 丄 ISD 画に よ ■ 

b) ホークス テムと ヘッド 部品との はめ 合い 部の ねじの 呼び 1 1/8 山 26 又は 外径 031,8 mm で， ホークス テム 内 
径が それぞれ 25,4 mm 又は 28.6 mm の フレーム， 及び ハン ド ルス テム 外径が これらに 対応す る 寸法の ハン ド 

ルを 含む。 

c) ユニット ハブは 駆動機 能 を， ハブ ギヤ は チェンジ ギヤ 機能 を， コース タハブ 及び ハブ ブレーキ は 制動 K 能 を， 
ハ ブ ダイ ナモは 発電機 能 を 兼ね備えた 複合 部品で あ る が， いずれも 走行 装置に 分類す る。 



図 1 一 主要 寸法 （参考) 



5 安全性 （性能， 構造 及び 形状 • 寸法 を 含む） 
5.1 一般 
5.1.1 主要 寸法 

自転車の 長さ， 幅 及び サドル 最大 高さ （図 1 参照） は， JISD9111 の 箇条 4 (諸元） による。 





著作 極 法に よ り 無断での 複製， 転載 等 は 禁止され てお り ま す。 
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5.1.2 先銳部 

自転車に は， 通常の 乗車 走行 及び 取扱 操作で 人体に 危害 を 及ぼす おそれが ある 鋭い 角， とがり， ばり， 

かえ りな どが あって はならない。 まや ニズヒ 二 きと ど 二… ろえ ヒ-ビ し： ^イノ 土 £7 ッ 绳離も _-ぁ 

5.1.3 突起 物 

組立 後， 長さ 8 mm 以上の 露出した 硬い 突起 物 J 魏 らお ヒョ: 仝 炎び/え！ チ义 とほ 盒 _ま__ な- レぇ丄 は， 端 部 
が 半径 6.3 mm 以上に 丸められ， さらに， 断面が 長方形の 場合に は 12.7 mm より 大きい 長辺 寸法， そして， 
3.2 mm よ り 大きい 短 辺 寸法で なければ ならない。 

サドル 先端から サドル 前方 300 mm までの 間で， フレームの 上 パイプ， メイン パイプな どに 突起 物が あ 
つて はならない。 ただし， 直径 6.4mm 以下の コントロール ケーブル 及び 厚さ 4.8 mm 以下の 材料で 作られ 
た ケーブル クランプ は 上 パイプに 取り付けても よい。 また， ねじ 類 は， おね じ 力 《締付け 相手 部分 （ナット 
面な ど） から， ねじの 外径 以上に 長く 突き出して はならない。 

簿浸 L な- 

注記 突起 物 試験 円筒 は， 長さ 250mm， 直径 83mm の 円筒 （腕に 相当す る） の 中央部 75mm の 範囲 
に 接触し 得る もの を 露出した 突起 物と 判定す る ものであって， 必要に応じて 使用しても よい （図 
2 参照)。 

単 mm 




図 2 — 突起 物 試験 円筒 （参考) 



5.1.4 ワイヤ 

えな—" 丄. 

なお， イン ナの 末端 は， ほ つれない ように ワイヤ キャップ などに よって 処置し， ワイヤ キャップ など は 

プッシュ プル スケールで 引っ張り， 20 N の 離脱 力 に 耐 えなければ ならない。 
き 4:5 ……各部 舰宽 

肩 藍 1 塑至厘 室す- きせ^ 還 あ ニヒ^^- ■ 室 丘お 5 き. き 台れ… 懷歷' お t こ查 f K 藍 まな ヒ 
よ う に 締め付けなければ ならない。 



j 作權 法に より 無断での 複製， 転載 等 は 禁止され てお ります。 
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5.2 ブレーキ 
5.2.1 一般 

自転車 は， 前車輪 及び 後車 輪の それぞれ を 制動す る 別 系統の ブレーキ を 装備し なければ ならない。 ァス 
べス トを 含有す る プレー キ部材 を 使用 して はならない。 

なおし ア^^ス 上り 有無 d お^ 11条_7__ (ニ^; 析 室: ぶ 主：？:^! 露: t 
- る-—。— 

5.2.2 手動 ブレーキ 

手動 ブレーキ は， 次に よる。 

なお， ブ レ 一キ 補助 レバ一 を 備えて いる 自 転 車の 場合， 通常の レバーでの 試験に 加えて 補助 レバー も 試 
験 を 行わなければ ならない。 

a) ブレーキ レバーの 配置 ブレーキ レバー は， 一般に， 前 ブレーキ 用 を ハンド ルバ一 の 右， 後 ブレーキ 
用 を ハンドル バーの 左に 配置す る。 

b) ブレーキ レバーの 開き ブレーキ レバーの 外側と にぎりの 外側との 距離 （ブレーキ レバーの 開き め 
は 図 3 において， A〜B 間で は 90mm， B〜C 間で は 100 mm (子供 車 は A〜C 間で 85 mm) を それ ぞ 

れ 超えて はならない 1〕 。 

なお， 図 3 の 寸法 ムは， レバー 支点 中心から レバー 先端までの 距離と する。 

注" 調節で きる ブレーキ レバーで は， 規定の 範囲に 調節で きれば， 使用しても よい。 



単 fci mm 





図 3 — ブレーキ レバーの 開き 



著作権法 により 無断での 複製， 'lis 載 等 は 禁止され ております。 
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c) ブレーキの 取 付け ま^ _ リノ _く ブレーキの フレーム 組 付 部 は， ばね 座金， ロック ナットな どに よって 緩 
み 止め を 施 し た 構造で な ければ な ら ない。 

製造業 者の 指示 どお り に 組み立て たと き， ブレーキ ワイ ャ締' 付けね じ が ワイヤ を 切断 して はなら な 
い。 万一， ブレーキ ワイヤが 切断した ような 場合で も， ブレーキ 装置の どの 部分 も 車輪の 回転 を 妨げ 
て はならない。 

d) ブレーキ 摩擦 材の 固定 ブレーキ ブロック， ヌ、 >_ 二 H 丄 三. ヒグな ど は， 舟， ヌニヒ 二き なぶに 確実 

に 取り付けて あり， 7.1 の ブレーキ 揺動 試験 を 行った ときに， 舟， ズヒ二 な^から 外れたり， き 裂 
が 生じて はならない。 また， ブレーキ 揺動 試験 後， ブレーキ 系統が 5.2.4 に 適合し なければ ならない。 

e) ブレーキの 調整 機能 ブレーキの 調整 機能 は， 次に よる。 

1) ブレーキ は， ブレーキ ブロック， /お 二 _き^ 丄三 _ヒグ な^の 摩耗， ワイヤの 伸びな どが 生じた とき 
に， 制動 力 を 維持す るた めの 調整が できる 構造で なければ ならない。 

2) ブレーキ は， ブレーキ ブロック， ズ_ヒ 二 H 丄 三- ヒグ な^と 制動 面との すき 間が 適切で， ブレーキ 
レバー を 握って 操作した ときに， ブレーキ プロ ッ ク， ズ 上 _ニ ま _ え:！ 三 ^に 著しい 片 当た り が 
あって はならない。 

3) ロッド 式の ブレーキ を 使用した 自転車で は， ハンドルの 操縦 角度 を 60° にと つたと き， ブレーキ ブ 

ロック， ズヒ 二え え丄 ニノ どが 制動 面と 接触したり， 後 パイプ 及び 短 棒に 著しい 曲がり， ねじ 
れ などが 生じて はならない。 
5.2.3 コース タ八ブ 

コース タハブ は， ギヤ クランク を 逆転した ときに 60° 以内で 制動が 効き 始め， 正 転した ときに 直ちに 制 
動 を 解除 し な ければ な ら ない。 

なお， クランク 逆転 角度 は， 任意の クランク 位置から クランクに 14 N'm 以上の トルク を 加えて 測定す 

る。 

5.2.4 ブレーキの 強度 

ブレーキの 強度 は， 次に よる。 

a) 手動 ブレーキ 手動 ブレーキ 付き 自転車 は， 7.2.1 の 強度 試験 を 行った ときに， ブレーキ 系統 及び その 
構成 部品に 異常が 生じて はならない。 

b) コース タ八ブ コース 夕ハブ 付き 自転車 は， 7.2.2 の 強度 試験 を 行った ときに， ブレーキ 系統 及び その 
構成 部品に 異常が 生じて はならない。 

5.2.5 制動 性能 

7.2 の 試験 終了後， 必要に応じて ブレーキの 再調整 を 行った 自転車 を 供 試 車と し， 7J の 制動 性能 試験 を 
行った ときに， 制動 性能 は 表 2 に 規定す る 該当 速度で， 安全， 力、 つ， 円滑に 該当 距離 以内で 停止し なけれ 

ばなら ない。 



表 2 — 制動 性能 試験に おける 速度 及び 制動 距離 



条件 


走行 速度 


制動 距離 


乾燥 時 


GD 5 m 以上 a) 


25 km/h 


5.5 m 以内 


GD 5 m 未満 a ) 


16km/h 


5.5 m 以内 


水 ぬれ 時 


16 km/h 


9 m 以内 


注 a) 最大 歯 数 比 における GD とする。 



5.2.6 コース タ八ブ 制動 力の 比例 性 

7.4 の 試験 を 行った ときに， ペダル 踏 力が 90N〜300N の 範囲で は， 座標に 打点した 試験 成績が 回帰 直線 
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に対して ±20 % の 限界 直線 内に なければ ならない。 また， ペダル 踏 力が 300 N のとき の 制動 力 は， 150 N 
以上で なければ ならない。 
5.3 操縦 部 
5.3.1 操縦 安定性 

操縦 安定性 は， 次に よる。 

a) 操縦 回転 部に は， きしみ， 当たりな どの 不 円滑 及び 著し いがたが あって はならない。 

b) サドル を 最後 方位 置に し， 1 ま、 _ 着 員 体 _ 重 や ±ぇぉ_ の 乗員が その 最後 方 部に 座乗して， 両手で ハンドル 
に ぎ り 部 をつ かんだ と き に， 自転車 及び 乗員の 合計 質量の 25 % 以上が 前車輪に かか ら な ければ な ら な 

い。 

c) サ _£ ノレ- S 木 直き _と_ 力ん る-えう. 園 塞 _L なサ __ビ ノ y_ こ-き 鼻が 募_ 垂— に: c— ，…滑 企 

よ _2_：?_ 左右の 操縦 角度 を 測定した とき， 操縦 角度 は 左右 それぞれ 60° 以上で なければ ならない。 
5.3.2 八ン ドル 
5.3.2.1 —般 

自転車の ハンドル は， ハンドル バーと ハンド ルス テム （一体 形の もの を 含む。） とに よって 構成され， 次 
による。 

ハンド ルス テム は， 図 4 に 示す ような ポスト （軸） とス テム （延長 部分） とに 分離す る 構造， 又は ステ 
ム だ けの 構造で， ホークス テム を 外側 か ら クランプ する 構造の もの を 含む。 

a) ハンドルの 全幅 は， を QP__i?M_MT とする。 

b) ハン ド ルス テム 又は ボス ト に は， 容易に 消えない 方法で ホークス テムとの 最小 はめ 合い 長さ を 表す， 
はめ 合せ 限界 標識 を 付けなければ ならない。 ただし， 最小 はめ 合い 長さ 力 《確保で きる 構造の もの は， 
この 限りで はない。 

なお， 最小 はめ 合い 長さ は， ス テムの 最下 端から ス テム 径の 2.5 倍 以上で なければ ならない。 また， 
はめ 合せ 限界 標識の 位置 は， ス テムの 完全 円周 部の 下端から ス テム 径 以上で， かつ， この 標識に よつ 
てス テムの 強度 を 損なって はならない。 

c) ハンド ルス テム 又は ボス ト は， その はめ 合せ 限界 標識が へッ ド 部品の 一番 上 を 越えない 高さ となる よ 
うに， ホークス テムに 固定し なければ ならない。 

d) ハンドル を はめ 合せ 限界 標識まで 引き上げ， サドル を 固定 可能な 最低 位置まで 下げた ときに， ハンド 
ルバ 一のに ぎり 最上 部と サドル 座 面 中央部との 高さの 差 は， 400 mm を 超えて はならない。 ただし， 
車体 部が 折 り 畳み 又は 分割で きる ものに は， これ を 適用し ない。 

e) ハンドル バーの 両端 は， にぎり， エンド キャップ などで 覆わなければ ならない。 また， にぎり は， 7.6.1 
の 試験 を 行った と き， _10— 01 レ; Lt_ の 離脱 力に 耐えなければ な ら ない。 エンド キヤ ッ プな ど は 7.6.2 の 試 
験 を 行った とき， 70 N 以上の 離脱 力 に 耐え な ければ な ら ない。 
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図 4 一八 ンド ルス テム 



5.3.2.2 片側 曲げ 強度 

片側 曲げ 強度 は， 7.5.1 の 試験 を 行った とき， 著しい 変形 及び 破損が あって はならない。 
5.3.2.3 ス テムの 前方 曲げ 強度 

ス テムの 前方 曲げ 強度 は， 7.5.2 の 試験 を 行った とき， 折 損して はならない。 
5.3.2.4 八ン ドル バーと ス テムとの 固定 強度 

ハンドル バーと ス テムとの 固定 強度 は， 7.5.3 の 試験 を 行った とき， ハンドル バー はス テムに 対して 動い 

て はならない。 

5.3.2.5 八ンド ルス テムの ホークス テムへの 固定 強度 

ハンド ルス テムの ホークス テムへの 固定 強度 は， 7.5.4 の 試験 を 行った とき， ハンド ルス テム は ホークス 
テムに 対して 動いて はならない。 
5.3.2.6 ブレーキ レバーの 固定 強度 

レバー 付き 形 ハンドルの ブレーキ レバーの 固定 強度 は， 7.5.5 の 試験 を 行った とき， レバーと "はと" と 
の 結合に 動 きを 生じて はならない。 
5.3.2.7 疲労 強度 

疲労 強度 は， 7.5.6 の 試験 を 行った とき， 各部に 異常 を 生じて はならない。 
5.3.3 引上げ 棒の 強度 

引上げ 棒 は， fl3_B S 上^ ククニ 土に よ 2 ェ 製造業 者が 推奨す るね じ 締付け ト ルク値 （範 

囲が 示されて いる 場合に は， その 最大値） よりも 50% 大きな トルクで 締め付けた とき， 異常が あって はな 

ら ない。 

5,4 前 ホーク 
5.4.1 一般 

前 ホークの 前車輪 取 付 部 は， 前 ハブ軸 及び ハブ玉 押し 部 をつ め 溝 底 及びつ め 面に 突き 当てた とき， 前車 
輪が 前 ホークの 中心に 位置す るよう な 構造で なければ ならない。 
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5.4.2 前 ホークの エネルギー 吸収 性 

前 ホーク は， 7.7.1 の 試験 を 行った とき， 各部に き 裂 及び 折 損が 生じて はならない。 また， ハブ軸 取 付 部 
の 永久 変形 量が 40 mm 以下で なければ な ら ない。 
5.4.3 前 ホークの 疲労 性 

前 ホーク は， 7.7.2 の 試験 を 行った とき， 破損 又は 目に 見える き 裂が あって はならない。 

な. おし 力 二 ボ^ヌ- てィ ^二！^ 5 剪 あ 二 勿 あ… 諮! ti^Mfei^H^^P* 肉:^^ 5 なおみ 霉 ^1 古爐 

ん …初, 遣よ ょ壻舰 な b ぇヒヒ 
5.4.4 サスペンション ホークの タイヤ クリアランス 

マウンテン バイ ク 類形 車 用の サス ペン ショ ン ホーク は， 7.7.3 の 試験 を 行った とき， タイヤが ホーク 肩に 
接触して はならない。 

なお， マウンテン バイク 類形 車 以外の サスペンション ホーク は， 7.7.3 の 試験 を 行った とき， タイヤが ホ 
ーク 肩に 接触し ない ことが 望ましい。 
5.4.5 サスペンション ホークの 引 張 強度 

マウンテン バイク 類形 車 用の サスペンション ホーク は， 7.7.4 の 試験 を 行った とき， サスペンション ホー 
クの いかなる 部分に も 離脱 及び 緩みが なく， さらに， 試験 力に より ホーク 足の 構成 部品が 分離して はなら 
ない。 

なお， マウンテン バイク 類形 車 以外の サスペンション ホーク は， 7.7.4 の 試 を 行った とき， サス ペン シ 
ヨン ホークの いかなる 部分に も 離脱 及び 緩みが なく， さらに， 試験 力に より ホーク 足の 構成 部品が 分離し 
ない ことが 望ましい。 
5.5 フレーム 
5.5.1 フレームの 耐久性 

フレームの 耐久性 は， 7.8.1 の 試験 を 行った とき， フレームの 各部に 破損， 著しい 変形 及び ゆがみが あつ 
て はならない。 

なお， カーボンファイバー 製の フレーム は， 7,8,1b) の 試, 験 を 行った とき， 7.8.1b) 6) で 力 尸 を 加えた 箇所 

における 試験 中の た わみ 量の 最大値が， 初期値より 20% 以上 増加して はならない。 
5.5.2 耐 衝撃 性 ヌぼ. モネん レギ二 1观 性 

耐 衝撃 性 X は 壬ネ^ ギニ^ 觀ま は， 7.8.2.1 の 質量 落下 衝撃 試験. XH^H ゆ モネ ゾヒギ ニ敷枢 諮驗を 行つ 
たと き， 車軸 間 距離の 永久 変形 量が 40 mm 以下で， 力、 つ， その他 フレームの 各部に 著しい 破損 を 生じて は 

ならない。 

生お ノ k:¥ ニ啄纏 鞲で 王 ネ/^ ぞニ f 遞ま ませ liUP カ^ ^^S^l^J ゆ ：^… 

5.5.3 耐 前倒し 衝撃 性 

大人 車 用 フレーム 及び 子供 車 用 フレームの 耐 前倒し 衝撃 性 は， 7.8.3.1 の 前倒し 衝撃 試験 を 行った と き， 
フレームの 各部に 著しい 破損が あって はならない。 マウンテン バイ ク 類形 車 用 フレームの 耐 前倒し 衝撃 性 
は， 7.8.3.2 の マウンテン バイ ク 類形 車の 前倒し 衝撃 試験 を 行った とき， フ レームの 各部に 著しい 破損が あ 
つて はならない。 また， 車軸 間 距離の 永久 変形 量が 60mm 以下で なければ ならない。 
5.6 車輪 （一体 車輪 も 含む) 
5.6.1 回転 精度 

車輪の 縦 振れ 及び 横 振れ は， ハブ軸 を 固定し 車輪 を 1 回転した とき， リム 面で 測定した ダイヤル ゲージ 
の 指針が 動く 最大 幅で 表し， 次に よる。 図 5 に 測定 方法の 例 を 示す。 

a) 縦 振れ リムの 適切な 位置で， 図 5 のように 測定した 場合の 縦 振れ は， リム を 制動す る ブレーキが あ 
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る もので は 1 ふ mm —を， その他の もので は 3_mm_ を 超えて はならない。 
b) 横 振れ リムの 適切な 位置で， ハブ 軸と 平行に 測定した 場合の 横 振れ は， リム を 制動す る ブレーキが 

ある もので は 1.5 mm を， その他の もので は 3mm を 超えて はならない。 




図 5 — 車 輪の 回転 精度の 測定 方法の 一例 



5.6.2 すき 間 

タイヤと フ レーム 体 又は 前 ホーク 各部との 間に は， 2 mm 以上の すき 間がなければ ならない。 
5.6.3 スポーク 張力 

ス ポーク を 用いた 前車輪 及び 後車 輪の ス ポーク 張力 は， 車輪の 径の 呼び 22 を 超え る も ので は 平均 400 N 
以上， 車輪の 径の 呼び 22 以下の もので は 平均 300N 以上と する。 ただし， 張力が 以下の スポークが 
あって はならない。 また， オフセット 組の 車輪で は， フリー ホイール 側の スポーク 張力 は 平均 400N 以上， 
そ の 反対側の ス ポ 一 ク 張力 は 平均 300 N 以上 とする。 

なお， 前車輪 及び 後車 輪の スポーク 張力 は， 車輪の すべての スポーク を スポーク 張力 計に よって 測定す 
る。 また， この 試験 は， 7.9.2 の 縦 静的 強度 試験 を もって 換えて もよ い。 その 場合， 試験 後 各部に 異常が な 
く， 試験 前後で 車輪の 縦 振れ を 測定した とき， 振れの 増量 分が 1.5 mm 以下で なければ ならない。 
5.6.4 車輪の 静的 強度 

車輪 は， 7.9.1 の 横 静的 強度 試験 を 行った と き， 各部に 異常が な く ，力の 負荷 位置での 永久 変形 量が 1.5 mm 
以下で なければ ならない。 
5.6.5 車輪の 保持 

フレーム に対する 車輪の 固定 は， 次に よる。 ただし， 受渡 当事者 間の 協定に よって， 明確な 相関 データ 
に基づいて， 固定 力の 測定 をハブ ナツ トの 締付け トルクの 測定に 代えても よい。 

a) 八ブ ナットの 最低 取 外し トルク （緩め トルク） ハブ ナットの 最低 取 外し トルク は， 製造業 者が 推奨 

する 締付け トルクの 70% 以上で なければ ならない。 
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b) 前車輪の 保持 前車輪の 前 ホークへの 固定 は， 次に よる。 

1) 前ハブ 軸に 対し， 車輪の 取 外し 方向に 2 300 N の 力が 左右 均等に 加わる ように 30 秒 間 加えた とき， 
前ハブ 軸が 動いて はならない。 

2) 前車輪の 固定に ハブ ナット を 使用して いるもの は， ハブ ナット を 指先で 強く 締めた 状態から 360° 
緩めて， 直 転き き: き 鼠 ゅ丄ら __5-0_Q J? i m il- き-上ば，… 煎寧輸 えこ-質 曇 

煮， 前車輪が 前 ホークから 外れて はならない。 

3) 前車輪の 固定に クイック レリ一 ズハブ を 使用して いるもの は， ^^昀 な^; 輸 @搜*_ 2 し (事 授 

l^MM^^pl^M.^l^.h 制動 装置の 車輪 保持への 影響 を 排除した 状態で， 正しく 調整した 
クイック レリーズ ハブの カム レバー を 完全に 緩め， 前 ホークの 車輪 取 付 部の 切欠きに 沿って 100 N 
の 力 を 加えた とき， 車輪が 前ホ ーク から 外れて はならない。 
注 2) 万一， クイ ッグ レリーズ ハブの カム レバ一 などの 車輪 保持 装置が 緩んでも 脱輪し ないよう 
に， 車輪 を 前 ホークに 固定す る 二次的な 保持 具。 

c) 後車 輪の 保持 後ハブ 軸に 対し， 車輪の 取 外し 方向に 2 300N の 力 力ま 左右 均等に 加わる ように 30 秒 間 
加 えたと き， 後ハ ブ 軸が 動い て はならない。 

5.7 クイック レリーズ 装置 
5.7.1 操作 方式 

自転車の ハブ， フ レームへの シート ボス トの 固定， 折り畳み 機構に 使用され る クイ ックレ リーズ 装置 は， 
次の 一般的 操作 方式の も のでなければ な ら ない。 

a) クイック レ リ ーズ 装置 は， 調節 可能で， 締付け 条件が 決定で きなければ ならない。 

b) 形状 及び 表示に よって， 装置が 解除 又は 固定の いずれの 位置に あるか を， 明確に 識別で きなければ な 
ら ない。 

c) カム レバーで 調節す る もの は， 正しく 調節した レバーの 先端から 5 mm の 所要 固定 操作 力が 200 N を 
超えて はならない。 この 操作 力 を 加えた とき， クイック レリーズ 装置に 永久 変形がない ものと する。 

d) 固定 位置 か ら の 締付 け 解除 操作 力が 50 N を 下回って はならない。 

e) カム レバー 操作の もので は， 250 N 以上の 力で 完全に 閉じない ように 調節して おいて， その 大きさの 
締付け 操作 力に 耐え， 破損 又は 永久 変形が あって はならない。 

f) クイック レ リーズ ハブ 装置が 固定 位置に ある ときの 車輪の 保持 は， 5.6.5 b)l) 及び 5.6.5 c) に 適合し な 
ければ ならない。 

れ?— …遘造 

ク丄义 え ヒリ-二 さき it き— 使 歷レ_ なス. ヒ び ク-ヒ ビル ぶ び^ 劃猶 きめ-多 扁 搆.^ 
S 使お よせ 撵 作:？ き.^^ 璣 観… によ: 2ェ^ 募 1 こ 上さ 二な^^ > 園 鍾置カ 歷険- きお?^? A うぶ 避 
造： ^な はれば^え な： 

5.8 タイヤ 及び チューブ 
5.8.1 表示 空気 圧 

タイヤの サイド ウォール 部に は， タイヤ を 使用 状態に 装着した ときに 見やす い 箇所に， 容易に 消えない 
方法で， 標準 空気 圧 又は 最大 空気 圧 を 表示し なければ ならない。 
5.8.2 リム 外れ 強さ 

JISD9112 に 規定す る WO タイヤ 付き 又は HE タイヤ 付き 車輪 は， 表示 空気 圧 （範囲が 示されて いる 場 
合に は， その 最大値） の み-ほ g^J^J 里？^; ぶ 惠 室す H 丄 ^み 外 fet^gH^HtlS 
圧の いずれ か 小さい 方の 圧力 を 加え， 8 時間 放置した ときに， タイヤの リム 外れ 及び 車輪 体 3) の 各部に 著 
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しい 異常 を 生じて はならない。 

注 3) 車輪から タイヤ， チューブ 及び リム テープ を 除いた もの。 
5.8.3 耐熱性 

合成樹脂 製 一体 車輪に ついては， 60 °C±2 °C で 1 時間 放置 後に タイヤの リム 外れ 及び 車輪 体の 各部に 著 
し レ 、 異 常 を 生じて はならない。 

なお， タイヤの 空気 圧 は， 表示 空気 圧 （範囲が 示されて いる 場合に は， その 最大値） とする。 
5.9 駆動 部 

5.9.1 ペダルの 各部 強度 
5.9.1.1 ペダルの 静的 強度 

ペダルの 静的 強度 は， 7.11.1 の 試験 を 行った とき， ペダル 軸 及び ペダル 体に ひび 割れ， 折 損な どが 生じ 

て はならない。 

5.9.1.2 ペダル 先端 部の 静的 強度 

ペダル 先端 部の 静的 強度 は， 7.11.2 の 試験 を 行った とき， 図 37 の 力の 負荷 点に おける 最大た わみ 量 は 20 
mm 以下で， ペダル 軸 及び ペダル 体の ひび 割れ， 折 損な どが 生じず， さらに， ペダル を 折り畳む ことが で 
きる もの （以下， 折り畳み ペダルと いう。） では， ペダルの 固定が 解除され て はならない。 ただし， 足 固定 
装置 付き ペダル （ビンディング ペダルな ど） は 除く。 
5.9.1.3 ペダルの 動的 耐久性 

ペダルの 動的 耐久性 は， 7.11.3 の 試験 を 行った とき， ペダルの すべての 部分 及び ペダル 軸の ねじ 山に 目 
に 見える 破損が あ つて はならない。 
5.9.1.4 合成樹脂 製 ペダルの 耐寒 性 

合成樹脂 製の ペダルの 耐寒 性 は， 7.11.4 の 試験 を 行った とき， ペダル 体に 著しい ひび 割れ， 折 損な どが 
あって はならない。 
5.9.2 ペダル 踏 面 

ペダル 踏 面 は， 次に よる。 

a) トゥク リ ップ など を 用いない ペダル は， 踏 面が 上下 両面に あるか 又は 踏 面が 自動的に 上面になる 構造 

(片面 式 ペダルと いう。） でなければ ならない。 

b) 踏 面 は， ペダルと 一体にな つてい るか， 又は ペダル 体に 確実に 組み込まれて いなければ ならない。 

c) ビ ン デ ィ ン グぺ ダル な ど 足 固定 装置 付 き ぺ ダル に は， 踏 面がなくても よい。 

d) 回転 は 円滑で， か- 2，_ …さ ダビ ヒ き- 哩-… .9.1 う 1;. 匿 室-し ，…ね- にゲ 二お-きせ ゆ 合お あ 

15 mm の 箇所で 測定した ときの 横 振れ は， 0.5 mm 以下で なければ な ら ない。 
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単 111 mm 

ペダル 軸 



ペダル 体 




図 6 — ペダル 回転 精度 検査 

5.9.3 ペダル クリアランス 

ペダル クリアランス は， ペダル 接地 角 及び トウ クリアランス について， それぞれ 次に よる。 
なお， タイヤの 空気 圧 は， 表示 空気 圧 （範囲が 示されて いる 場合に は， その 最大値） とする。 

a) ペダル 接地 角 ペダル 接地 角 は， 25° (子供 車で は 20°) 以上で なければ ならない。 ただし， サス ペン 

シ ヨン 機構 を もつ 自転車 は， 適)^ Etft 重視 当 ^tf ん_な 迖 II で 測定す る。 

b) トウ クリアランス トウ クリアランス は， 89mm 以上で なければ ならない。 ただし， トゥク リップな 
ど 足 固定 装置 付きの ものに は， 適用し ない。 

5.9.4 駆動 部の 強度 

駆動 部 は， 7.10 の 静的 強度 試験 を 行った とき， 駆動 系統の 各部に 著しい 変形 及び 破損が なく， 駆動機 能 
が 失われて はならない。 
5.9.5 ギヤ チェンジ 性 

チヱ ンジ ギヤ 装置が ある もの は， 歯 数 比の 切替えが 確実で， かつ， 作動が 円滑で なければ ならない。 
5.9.6 ギヤ クランクの 強度 
5.9.6.1 ペダル 取 付 部 静的 強度 

ペダル 取 付 部 静的 強度 は， 7.15.1 の 試験 を 行った とき， 力 を 除いた ときの 負荷 点の 変位が， 2mm 以下で 
なければ ならない。 
5.9.6.2 ギヤ 板 固定 強度 

ギヤ 板 固定 強度 は， 7.15.2 の 試験 を 行った とき， 結合 部に 緩みが 生じて はならない。 
5.9.6.3 クランク 水平 落下 衝撃 強度 

クランク 水平 落下 衝撃 強度 は， 7.15J の 試験 を 行った とき， クランクが 破損して はならない。 また， 図 
49 の 測定 点に おける 永久 変形 量 力、 5mm 以下で なければ ならない。 
5.9.6.4 クランク 鉛直 落下 衝撃 強度 

クランク 鉛直 落下 衝撃 強度 は， 7.15.4 の 試験 を 行った とき， クランクが 破損して はならない。 ただし， 
鋼製 クランクに ついては， この 規定 を 省略す る こ とがで きる。 
5.9.6.5 クランク 疲労 強度 

クランク 疲労 強度 は， 7.15.5 の 試験 を 行った とき， クランクに ひび 割れ 及び 折 損が なく， また， クラン 
クと クラ ンク軸 と の 結合 部に がた つ きを 生じて はなら な い。 
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5.9.7 チェーン 又は 歯 付き ベルト 

チェーン 又は 歯 付き ベルト は， 次に よる。 

a) チェーン 又は 歯 付き ベルト は， 著しいた るみ 又は 張りす ぎがな く， 作動が 円滑で なければ ならない。 

なお， 必要に応じて， 後 ハブ軸 部に チヱ ーン 引き を 取り付ける。 

b) 歯 付き ベルトの 性能 は， 附属 書 JA による。 
5.10 サドル 

5.10.1 一般 

サドル 一般 は， 次に よる。 
a) サドルに は， サドル 座 面 中央部から 125mm 以上 高い 部分が あって はならない。 

&)— …せ 丄: ノレ- き— (ま丄 —おひ m れ. き. 輕ぇ X は- —なる. な. ヒ ■。■_■ 

c) ポスト 直 付け サドルの ポストに は， 容易に 消えない 方法で， フレームとの W 小 はめ 合い 長さ を 表す， 
はめ 合せ 限界 標識 を 施さなければ ならない。 また， はめ 合せ 限界 標識の 位置 は， ポストの 完全 円周 部 
の 下端から ポスト 径の 2 倍 以上で， かつ， この 標識に よって ポストの 強度 を 損なって はならない。 

5.10.2 性能 
5.10.2.1 固定 性能 

固定 性能 は， 7.12.1 の 試験 を 行った とき， 各部に 著しい 変形 及び 破損が なく， かつ， サドルと シート ポ 
ス ト との 間に 動きが 生じて はならない。 
5.10.2.2 耐久性 

耐久性 は， 7.12.2 の 試験 を 行った とき， ト ップ 及び 各部に 著しい 変形な どの 異常が あって はならない。 
5.10.2.3 耐寒 性 

耐寒 性 は， 7.12.3 の 試験 を 行った とき， 各部 力 さ 破損して はならない。 
5.10.2.4 ばね 強さ 

ばね 強さ は， 7.12.4 の 試験 を 行った とき， 永久 ひずみが， 0.5 mm 以下で なければ ならない。 
5.10.2.5 はめ込み 強度 

はめ込み 強度 は， 7.12.5 の 試験 を 行った と き， 舟 線 又は コイルば ねが はめ込み 部から 外れて はならない。 
また， サ ド ル に き 裂 及び 変形が あ つて はならない。 
5.10.2.6 ビニ ルレ ザ一 又は 合成樹脂 製 ト ッ プの 破裂 強さ 

ビニル レザー 又は 合成樹脂 製 トップの 破裂 強さ は， 7.12.6 の 試験 を 行った とき， 600 icPa 以上で なければ 
ならない。 

5.10.2.7 革 製 卜 ップの 引 張 強さ 及び 伸び 

革製ト ップの 引 張 強さ 及び 伸び は， 7.12.7 の 試, 験 を 行った とき， 表 3 の 規定に 適合し なければ ならない。 



表 3 — 革 製 卜 ッ プの引 張 強さ 及び 伸び 



区分 


引 張 強さ 


伸び 




MPa 


% 


夕ン ニンな めし 革 


22 以 -.. ヒ 


30 以下 


クロムな めし 革 又は クロム タン 


15 以上 


50 以下 


ニン 混合な めし 革 






甲 革 又は 薄手 擬革 


6 以上 


25 以上 



5.10.2.8 破 断 トルク 

菊 座 ボルトの 破 断 トルク は， JISB 4652 に 規定す る 指示 式 トルク ツール （タイプ I) によって 締め付け 
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たと き， 25N*m 未満の トルクで 破 断して はならない。 
5.11 シート ポスト 
5.11.1 疲労 試験 

7J3 又は 7.14 の 方法で 試験した 場合， シート ポスト に 破損 又は 目に 見える き 裂が あって はならない。 
なお， コンビネーション ピラ 一は 7.14 で 試験す る。 
5.11.2 はめ 合い 長さ 

シート ポストに は， 容易に 消えない 方法で， フレームとの 最小 はめ 合い 長さ を 表す はめ 合せ 限界 標識 を 
施さなければ ならない。 また， はめ 合せ 限界 標識の 位置 は， ポストの 完全 円周 部の 下端から ポスト 径の 2 
倍 以上で， かつ， この 標識に よって ポストの 強度 を 損なって はならない。 
5.12 保護 装置 
5.12.1 チェーン ケース 

チェーン 駆動の 自転車に は， 衣服， 手足な どの か （嚙） み 込み を 防止す るた めに， チヱ一 ン ケース を備 
えなければ ならない。 

全 ケース 以外の チェーン ケース を 備える 場合に は， 次に よる。 ただし， フロント ディ レー ラの チェーン 
ガイドに よって， チヱ ーンと ギヤ 板との 上部 かみ 合い 開始 点から， 後方へ 25 mm 以上 遮へ いされ， かつ， 
ペダルに 足 固定 装置 （トゥク リップ， トウ スト ラッ プ， ビン ディ ング ペダルな ど） を 備えて いる 場合に は， 
この 規定 を 適用し ない。 

a) 半面 ケース 又は 半 ケース は， チヱ ーンと ギヤ 板との 上部 かみ 合い 開始 点から， 後方へ 25mm 以上 チヱ 
ーンの 上面 及び 外側 面 を 遮へ いし， 前方 ヘア ウタ ギヤ 板の 周り を ハン ガの 軸線 を 通る 水平線まで 覆つ 
ていなければ ならない。 

b) リング ケース は， 外側の ギヤ 板 直径よ り 歯 先で 測定して 10mm 以上 大き く なければ ならない。 
5.12.2 回転 中の 車輪の 保護 

回転 中の 車輪が 急激に 停止す る こと を 防止す るた めに， 自転車の 構造 は 次に よる。 

a) ブレーキ ワイヤが 切断した ときに， 制動 装置 機構の どの 部分 も 車輪の 回転 を 急激に 妨げる ことがあつ 
て はならない。 

b) ディ レー ラを 装備した 自転車 は， ディ レー ラの 破損， 調整 不良な どに よって チヱ ーンが 脱落しても， 
車輪の 回転が 妨げられない ように， スポーク プロ テク 夕な ど を 装備し， 防護し なければ ならない。 

5.13 照明 装置 及び リフレ クタ 
5.13.1 照明 装置 

照明 装置 は， 次に よる。 

a) 自転車に は， JISC950 2 と 同等 以上の 性能 を もつ 前照灯^ 憊. えなせ-^^ をふ^^ 

b) 自転車に は， 尾灯 を 備える ことが 望ましい。 尾灯 は， 夜間お J^m_ 後 まか^ 餱薩 できなければ ならな 
レ^ 

c) 電気 コード を 使用した 自転車 は， 鋭い 縁との 接触に よる 損傷 を 避ける 位置に 配線し なければ ならない。 
また， 電気 コードの 接続 部 は， 各方 向に 対し 10N の 引 張力に 耐えなければ ならない。 

5.13.2 リ フレックス リフレ クタ 

自転車に は， フロント リフレ クタ， リャリ フレク 夕， ペダル リフレ クタ， サイ ドリ フレク 夕な ど を 備え 
なければ ならない。 リ フレックス リフレ クタの 性能 は， JISD 9452 による。 また， リ フレックス リ フレク 
夕の 装備 及び 取 付け は， 次に よる。 
a) フロン 卜 リフレ クタ 
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1) フロント リフレ クタの 色 は， 無色と する。 

？！… ス圧ン 上— 1? 上え え Q ま: t 位 露-あ 前輸 つ^ llUfeS:^ …前 M 士-ヒ ヒ^み 金 雨 カ歷 ■： ^きな-は 

お-…？. K ヒ上」 え.？ 上 クタ^^お 5 ？」 ん… 夜 H 煎 Sj^m^i 離 か- ^皇墜 9n ビえ丄 上な ど！^^ に!^ ft 

L ェ簦 1 に 存在え 確醒. でき 化な ぶ-き S 養 L スも A い」—— 

b) リャ リフレ クタ 

i) リャ リフレ クタの 色 は， 赤と しなければ ならない。 

り__」丄ャ-リ-7 おええ あ- よ 後 よ 1 红 上;^！?^^ 座 厘+宍 蓮 か 

お 上下1 タ 位！; にな は: ^ ば H?^? え— な だ-し-. 割 锪女 ぶ：？ 歷 きぶ お^ * ^な- ヒ壕 
合せ J あ ぶ や 禱室は H 丄 
お-— 1 リ 上え え 9^11 ゅ圭望 あ ._直 転 事せ 進 お 上9 量 乾 
が あ ？__て丄ま_ な-ら^ ヒ。. 
- な-お， …サ^ 1 ヒヒョ __ヒ 機構-き 直 転 事 生 …えり 直 転-害せ 巍 

扛…. 1 丄ャ- リノ-— レ ええ 【—こ S し… 使 fflftt-S—];. 条 ffi で Si 輕謦ぜ I 

タ i はな も が えさ g^) #聞 直え 叛菌 き p 変化 は」 ど-未 通し 力 f — き * ふ-な 
^^醒 ゆき IQIA^J 二 末 M でな せおば き ま^， 备鄧 にきま^ 9 迆^ >蓍_レ ヒぁ處 が 
あ-:? ス^- ヒヒ _ 

c) ペダル リフレ クタ 

1) ペダル リフレ クタの 色 は， アン バと しなければ ならない。 

2) ペダル リ フレ クタ は， ペダルの 前面 及び 後 面に なければ ならない。 

3) ペダル リフレ クタの レン ズ面 は， ペダル 体 又は リフレ クタ ケース の 端 面 か ら 十分に く ぼんで いな け 
れ ばなら ない。 

d) サイド リフレ クタな ど 自転車に は， 両側 面から 反射光 を 確認で きる 2 個の サイ ドリ フレク 夕 又は サ 

イド リフレ クタと 同等の 反射 性能 を もつ 2 個の 反射 装置 （反射 性 タイヤ， 反射テープ などの 反射 材） 
を， 次に よって 取り付ける。 

1) サイド リフレ クタな どの 反射 部 は， すべて 同色で， 無色 又は アン バ としなければ ならない。 

2) サイ ド リ フレ クタ 又は 反射 装置 は， 自転車の 前半 部 及び 後半 部に 各 1 個 取り付けなければ ならない。 

3) サイド リフレ クタ は， 自転車の 側面 又は 車輪に 装着し， そのうち] 個 以上 は 車輪の スポークに 取り 
付けなければ ならない。 

5.14 警音器 

自転車に は， ベル 又は ブザー を！^) i はな-はれ ぼ ならな ヒ ? __ え^^ [煮 まし 丄：^ ニ兄ゅ ろ：！ ぇチせ 二- 卖 fi 
$ 查 11 こ Sffi で ま 11 力が ナ- がまな. 灸をヒ 

5.15 錠 

錠 は， 施錠 及び 開 錠が 円滑で なければ ならない。 かぎ 付き 錠 は， かぎに よって シ リンダ を 回転 又は シリ 
ンダを 移動 させて 開 錠す る 構造で， 専用の かぎ 以外の もので 容易に 開 錠して はならない。 また， 箱 形 錠 を 
取 り 付けた 自転車に は， 回り 止め 及びず り 落ち 防止 装置 を 施さ なければ な ら ない。 
5.16 スタンド 

スタンド は， 使用者の 力で 容易に 操作が でき， スタンド を 立てた ときに， 自転車 は 安定に 維持され， 容 
易に 倒れて はならない。 



著作権法 により 無断での & お, 載 等は禁 II： されて おります。 



20 

D9301 ： 2010 



5.17 路上 試験 

自転車 は， 7.16 の 路上 試験 を 行った とき， 各部に 異常な 音響， 緩み， 脱落， 断線， 変形な どが あって は 

ならない。 

6 外観 

自転車の 外観 は， 次に よる。 

a) めっき 及び 塗装 を 施した 面に は， 素地の 露出， はがれ， さび， その他の 著しい 欠点が あって はなら な 

い。 

b) めっき 及び 塗装 を 施さない 仕上げ 面に は， さび， 割れ， その他の 著しい 欠点が あって はならない。 

c) マーク 類に は， 密着 不良， 打 刻 不良， ずれな どが あって はならない。 

7 5 式 験 方 法 

7.1 ブレーキ 揺動 試験 

サドルに 乗員 （又は これと 同等の 質量のお もり） を 載せ， ブレーキ を 正しく 調整し， かつ, 完全に 組み 
立てられた 自転車で， 両 ブレーキ レバーに それぞれ 180N (又は ブレーキ レバーが にぎりに 接触す るまで） 
の ブレーキ 操作 力 を 加え， その 操作 力 を 維持しながら， 乾燥した 平たん な 舗装 路面 上で， 自転車 を 前後に 
75 mm 以上の 距離 を 往復 5 回 押し 動かした 後， ブレーキ ブロック， ブレーキ ライニング などの 外れ， 及び 
き 裂の 有無 を 調べる。 

なお， タイヤの 空気 圧 は， 表示 空気 圧 （範囲が 示されて いる 場合に は， その 最大値） とする。 乗員の 体 
重 （又は これと 同等のお もりの 質量） と 自転車との 質量の 合計 は， 100kg±lkg とする。 
7.2 ブレーキの 強度 試験 
7.2.1 手動 ブレーキの 強度 試験 

手動 ブレーキ 付き 自転車で は， ブレーキ 系統の 正しい 調整 を 確認した 後， 図 7 のように ブレーキ レバー 
端から 25mm の 位置に， レバーの 作動 面 内で にぎり （にぎりがない 場合に は， ハンドル バー） に対して 直 
角に 450 N の 力 を 加える 力、， 又は 次に 示す 方法で 行った ときに， ブレーキ 系統 及び その 構成 部品の 異常の 

有無 を 調べる。 

a) ブレーキ レバーが にぎり （にぎりがない 場合に は， ハンドル バー） に 接触す る。 

b) ブレーキ 補助 レバーが にぎり （にぎりがない 場合に は， ハンドル バー） に 接触す る。 

c) ブレーキ レバーが ハン ドル バーの 上面と 同一の 高さになる。 

この 試験 は， 各 手動 ブレーキ レバー 及び 各 ブレーキ 補助 レバーに 10 回 繰り返す。 
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or 








図 7 — 手 動 ブレーキ レバ一 に加える 力の 位置 及び 方向 

7.2.2 コース タ 八ブの 強度 試験 

コース タハブ 付き 自転車で は， ブレーキ 系統が 正しく 調整され ている こと を 確認し， 図 8 のように クラ 
ンクを 水平に した 状態で， 左 ペダルの 踏 面の 中心に 1 500N の 力 を 静かに 加え， 15 秒 間 維持す る。 これ を 
10 回 繰り返し 行った ときに， ブレーキ 系統 及び その 構成 部品の 異常の 有無 を 調べる。 



左 クランク 




図 8 — コース タ八ブ 付き 自転車 の 静的 強度 試験 



7.3 制動 性能 試験 

制動 性能 試験 は， 次に よって 行った ときに， 安全， かつ， 円滑に 該当 距離 以内での 停止の 有無 を 調べる C 



著作権法 により 無断での t_， 転載 等 は 禁止され てお り ます。 
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7.3.1 試験 走路 

試験 走路 は， 次に よる。 

なお， 試験 走路に は， 速度の 測定 用と して 誤差が 2 % 以下になる ように 校正され た 計時 装置 を 備え， 必 
要に 応じ 助走 用 傾斜 台， 傾斜 路 など を 併設す る。 

a) 試験 走路の 路面 試験 走路 は， じんあい （塵埃） 又は 砂利がない， 乾燥した コンクリート 又は ァ スフ 
アルトの 平たん な 舗装 路面で， 供 試 車の タイヤとの 摩^ 係数 は， 0.5 以上と する。 

なお， 水 ぬれ 時の 制動 試験に おいて は， 路面 上の 水 を 適宜 ふき 取るな どして 一定の 路面 状態の 保持 

に 努める。 

b) 試験 走路の こう （勾） 配 試験 走路の 走行 方向の こう 配 は， 0.5% 以下と する。 
7.3.2 試験 装置の 装備 

試験 装置の 装備 は， 次に よる。 

a) 速度計 又は 回転 数 計 5,2,5 の 走行 速度 （以下， 規定 走行 速度と いう。） で， 誤差が 士 5% になる ように 
校正 された 速度計 又は 回転 数 計 を ， 供 試 車 又 は 併 走 車に 備える。 

b) 速度 記録 装置 制動 開始 時の 速度 を 記録す る 速度 記録 装置の 精度 は， ±2% でなければ ならない。 

c) 距離 記録 装置 制動 距離 を 記録す る 距離 記録 装置の 精度 は， ±1% でなければ ならない。 

d) 水 ぬれ 装置 水 ぬれ 時の 制動 試験に おいて は， 各 ノズルから 4ml/s 以上の 放水が 同時に 行える 水 ぬれ 
装置 を 供 試 車に 備える。 水 ぬれ 装置 は， 配管に よって 前車輪 制動 部の 一対の ノズル， 及び 後車 輪 制動 
部の 一対の ノ ズル， 並びに 各ノ ズルに 接続され る 貯水 装置 及び 噴水 量 を 制御す る ための 開閉 弁から 構 
成される。 また， 放出され る 水の 温度 は， 周囲 温度と する。 

7.3.3 供 試 車 

供 試 車の 調整 及び ブレーキ 操作 力 は， 次に よる。 

a) 供 試 車の 調整 供 試 車 は， 各部の 調整 点検 を 十分に 行い， 試験 用 積載 機器， 調整お もりな どの 取 付け 
が 安全 確実で なければ ならない。 

なお， タイヤ 空気 圧 は， 表示 空気 圧 （範囲で 示されて いる 場合に は， その 最大値） とする。 

b) ブレーキ 操作 力 試験に おける ブレーキ 操作 力 は， 次に よる。 

1) 手動 ブレーキ 手動 ブレーキ 付き 供 試 車の ブレーキ 操作 力 は， 前後と も 180N 以下で， ブレーキ レ 
バー 端 か ら ほぼ 25 mm の 位置に 加 え， 一連の 試験 走行の 前後に 確認す る 。 

なお， ブレーキ レバーの 操作 を 手動で はなく， 任意の 装置に よって 行う 場合に は， ブレーキ 操作 
力の 63 % に 達する まで， 0.2 秒 を 超える よ う に 調節す る。 

2) コース タ八ブ コース タハブ 付き 供 試 車に ついては， ペダル 踏 力 を 制限し ない。 
7.3.4 供 試 車への 負荷 

供 試 車への 負荷 は， 自転車の 質量， 乗員 体重， 試験 用 積載 機器 及び 調整お もりの 質量との 合計で 100 kg 
±lkg とする。 ただし， 製造業 者が 指定す る 適応 乗員の 体重 （範囲で 示されて いる 場合に は， その 最大値） 
と 自 転 車の 質量 と の 合計が 100 kg を 超える 場合に は， 自 転 車の 質量 と 適応 乗員 体重 と の 合計の 士 1 % とす 

る。 

7.3.5 試験 

乾燥 時 及び 水 ぬれ 時の 制動 試験 は， 次に よって 行う。 図 9 に 乾燥 時 及び 水 ぬれ 時の 試験 方法の 概念 図 を 

不す。 



著作権法 により 無断での 投^， 転載 等 は 禁止され ております。 
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止 

地 



走行 区間 



制動 距離 



b) 水 ぬれ 時 
図 9 一 乾燥 時 及び 水 ぬれ 時の 試験 方法 概念 図 



a) 試験 時の 風速 試験 は， 走路 上の 風速が 3 m/s 以下のと きに 行う。 

b) 試験 走行 回数 試験 走行 回数 は， 表 4 による。 

c) 試験 走行の 方向 試験 走路の こう 配が 0.2% 未満の 場合に は， すべて 同 方向， 

以下の 場合に は， 交互に 反対 方向に 走行す る。 



う 配が 0.2% 以上， 0,5% 



表 4 一 試験 走行 回数 



走行 条件 


試験 走路の こう 配 


0.2 % 未満 


0.2 % 以上 0.5 %以下 


乾燥 時 


連続 有効 走行 


5 回 


6 叵 I (往復 3 回） 


水 ぬれ 時 


ならし 走行 a) 


2 回 


連続 有効 走行 


5 回 


6 回 （往復 3 回） 


各 走行 回の 間に は， 3 分 以内の 休止 時間 を とる ことができる。 
注 a) 連続 有効 走行に 先立って 行う。 



d) 初速 度の 測定 試験 走路 上に 初速 度 を 測定す るた めの 計時 地点の e 及び f を 設定し， e から f までの 距 
離 （以下， 計時 区間と いう。） メを供 試 車が 通過す るのに 要した 時間 を 測定して 初速 度 を 求める。 計時 
区間」 は， 計時 方法に よって 適切な 距離 をと る。 

e) 制動 開始 区間 制動 開始 区間 5 は， 計時 地点 f から 2 m の 間の 任意の 地点と し， あらかじめ 路面に 表 
示して おいても よい。 

f) 走行 及び 制動 供 試 車の 規定 走行 速度 を 維持しつつ， 計時 地点 f に 達する 前に ペダル 駆動 を 休止し， 



走行 区間 



B(2 m) 



制動 距離 



放 

供 試 車 走行 方向 g 
始 

傾斜 台 唯 

又は 助 走路 ま 
寺 



放水 開始 
区間 



25 m 



B{2 m) 



放水 区間 D 



a) 乾燥 時 

制 
動 

制 開 
動 始 
開 制 
始 限 
地 地 
占 占 



制動 開始 制限 地点 羞 



制動 開始 地点 < 

計時 地点 f 



停止 地 占" G 



放水 開始 制限 地点 g 



計時 地点 f 

計時 地点 e 



著作権法 によ り 無断での ■ 転 —載 等 は禁 II： されて お ります。 
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制動 開始 区間お 内で， 73.3 b) の ブレーキ 操作 力 を 前後 同時に 加えて 制動 を 行う。 
g) 放水の 開始 及び 停止 計時 地点 f の 25 m 前 を 放水 開始 制限 地点 g とし， この 地点 g から 自転車が 停止 
する まで を 放水 区間 ハ として， 水 ぬれ 時の 試験 は， 自転車が 地点 g に 達する 前に 放水 を 開始し， 停止 
する まで 放水 を 継続す る。 僳| 检全 計 麼渔^ 1せぉ巧_前 から^^:? 衆立ヒ しき あ^^お 

や $ 輸^-ど ^±i)^ や- ら丄^ か^ ilMin^l^^k- 
ii) 制動 距離の 測定 試験 走路 上に 記された 制動 開始 地点と 停止 地点との 直線距離 を 測定して， 制動 距離 

(測定 制動 距離と いう。） とする。 

7.3.6 制動 距離の 補正 

測定した 制動 距離 は， 次の 式に よって 補正す る （補正 制動 距離と いう。）。 



7.3.7 試験 走行の 有効性 

試験 走行の 有効性 は， 次に よる。 

a) 試験 走行 は， 次の 場合に は 無効と する。 

1) 過度の 横滑りが あった 場合。 

2) 制御 を 失った 場合。 

b) 補正 制動 距離が， 5.2.5 の 制動 距離 （以下， 規定 制動 距離と いう。） を 超えた とき， 次の 場合の 試験 走 

行 は 無効と する。 

1) 測定した 初速 度が 規定 走行 速度より 1.5 km/h 超過した 速度の 場合。 

2) 前 ブレーキが 後 ブレーキより 遅れて 作動した 場合。 

3) 前 ブレーキ の 作動 開始 地点 と 後 ブレーキ の 作動 開始 地点 と の 距離が 1 m を 超えた 場合。 

c) 補正 制動 距離が 規定 制動 距離よ り 短い とき， 次の 場合の 試験 走行 は 無効と する。 

1) 測定 し た 初速 度が 規定 走行 速度よ り 1,5 km/h 以上 不足 し た 速度の 場合。 

2) 後 ブレーキ の 作動 開始 地点が 制動 開始 制 限 地点 を 超えた 場合。 
7.4 コース 夕 八 ブ制 動力の 比例 性 試験 

コース タハ ブ付 き 自 転 車の 制動 力 の 比例 性 試験 は ， 次に よる。 

a) ペダルに， クランクと 直角に 制動 方向の 踏 力 を 加えながら， 後車 輪の 前進 回転 方向に 対する タイヤ 外 
周の 接線 方向の 力 を 測定す る。 

なお， 踏 力の 設定 は， 90〜300N の 範囲 内で， 5 段階 以上と する。 

b) 測定値 は， タイヤ 外周の 接線 方向に 徐々 に 引っ張りながら 読み取った 値と し， それぞれの 力 ごとに 3 
回の 測定値の 平均 を 試験 成績 とする。 

c) 試験 成績 は， 直交座標 を 用いて 打点し， 最小二乗法 によって 回帰 直線 及び ±20% の 限界 直線 4) を 図示 
する。 

注 4 ) 回帰 直線 を y = a+bx としたと き， 限界直線は丫ニ0.8(&十1)乂）及び7ニ1.2(ほ+し?0 によって 




L 2 

v 



補正 制動 距離 （m) 
測定 制動 距離 （m) 



規定 走行 速度 （km/h) 
測定 初速 度 （km/h) 



表される。 



著作権法 によ り 無断での 複製， 転《 さは 禁止され ております。 
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7.5 八ン ドルの 強度 試験 
7.5.1 片側 曲げ 強度 

ハンドル を 図 10 のように ハンド ルス テムの 最小 はめ 合い 長さで 固定し， ノヽン ドル バーの 片側の 端から 
40 mm の 位置に， 108 N'm に 相当す る 力 を 加えた とき， 著しい 変形 及び 破損の 有無 を目視 によって 調べる。 
ホークス テム を 外側から クランプ する 構造の ハン ド ルス テムで は， ホークス テムと 同じ 外径 を もつ 適切な 



長さの 丸 棒に ハン ド ルス テム を 固定して 試験 を 行う < 



単位 mm 




図 10 — 片 側 曲げ 強度 試験 



7.5.2 ス テムの 前方 曲げ 強度 

ハン ドル を 図 11 のよ う に ハン ド ルス テムの 最小 はめ 合い 長さで 固定し， 2 000N の 力 を テス ト バー 又は 
ハンドル バー 取 付 部に 加えた とき， 折 損の 有無 を目視 によって 調べる。 ただし， 2000N の 力に 耐えられな 
いもの は， ハンド ルス テムの 曲がり角 度が 45° に 達する 前に 折 損して はならない。 この場合， ハンド ルス 
テムに 加えた 力の 最大値 は， 1 600N 以上で なければ ならない。 ^-^.T^&EPl^^^tAWM 
の ハン ド ルス テムで は， ホークス テムと 同じ 外径 を もつ 適切な 長さの 丸^に ハンド ルス テム を 固定して 試 




ス テム 中心 線 




著作権法 によ り 無断での も へ.— ， ^ 載 等 は 禁止され ております。 
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7.5.3 八ン ドル バーと ス テムとの 固定 強度 

ハンドル を ハンド ルス テムの 最小 はめ 合い 長さで 固定した 状態で， 図 12 に 示す よ う に， ハン ドル バーと 
ハンド ルス テムとの 組 付 部に 最大 トルクが 生じる 方向 及び 位置に， 片側に つき， 220 N の 力 を ハンド ルバ 
一の 左右 同時に かかる よう に加えた とき， ハン ドル バーの ス テムに 対する 動き を目視 によって 調べる。 た 
だし， 最大 トルクが ハンドル バーの 末端で 生じる 場合に は， 末端から 15 mm 以内の 最も 末端に 近い 位置に 

加える。 ネニ えろ， き-外 li からえ え^ ズ！^ 纏2 つ-ヒ^/ ^ろ-?: A ェ! も… も 二え ろ- z み HUil: 径き A 
お^ 量き？^ ピノ ヒ^テ ふ _坌園 定 L^Ml^S う丄. 
- なお，.」) -ヒ 上: んレ. さ 二と」 、—ン J_ 、ソ レス テ _玍 とぶ 魁 化 は^^ 
適切な ねじ 締付け トルクで 締め付ける。 




図 12 — 八ン ドル バーと ス テムとの 固定 強度 試験 



7.5.4 八ン ド ルス テムの ホークス テムへの 固定 強度 

ハンド ルス テム を フレームの ホークス テムに はめ 合せ 限界 標識の 位置で 組み付 け， 里 上ば ま をき ___?_<LN_'_ni 
お エタ 適 M な^に ヒルえ で歸 1过 は-^^ 1ヱ， 図 I 3 のよう に テス ト バー 又は ハンドル バーに 25 n' 

m の トルク を 加えた とき， ハン ド ルス テムの ホークス テムに 対する 動き を目視 によって 調べる。 

引上げ 棒 テスト バー 又は 




図 13 — 八 ン ド ルス テムの ホークス テムへの 固定 強度 試験 



著作 抱 法に より 無断での 複製， 転載 等 は 禁止され ております。 
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7,5,5 ブレーキ レバーの 固定 強度 

レバー 付き 形 ハンドル は， ブレーキ レバーの 端から 40 mm の 位置に 150 N の 力 を 図 14 のよう に加えた 
とき， レバーと "はと" との 結合の 動き を目視 によって 調べる。 




図 14 一 ブレーキ レバーの 固定 強度 試験 



7.5.6 疲労 試験 

ハンドル を ハン ド ルス テムの 最小 はめ 合い 長さで， 適切な 締付け トルクに よって 組み付け， 図 15 のよう 
に ハン ドル バーのに ぎり 部 を， ス テムの 軸線に 対して 直角に 固定した 状態で， ハンドル バー 末端から 50 mm 
の 位置に， ス テム 軸線に 平行な 方向の 力 を， 25 Hz 以下の 振動 周波数で， はじめに 同相で 50 000 回， 引き 
続 き 逆 相 で 50 000 回 加 える。 ただし， ハイ ライ ズ形 5) の ハンドルに ついては， 同相 による 試験 だ け を 行い， 
ス テムの 軸線に 垂直の 方向の 力 を 加える。 試験の 条件 は， ハンドルの 用途， 材料 及び バーの 形状に よって 

表 5 〜表 7 とする。 屯 二 入ろ. テ. み-きせ 亂力？ 丘 之え ヒ_ フ: —t を構產 や? 丄ヒ. ビノヒ ろ- テ. みで せ 
^舰ぇ红2溥显なき_きタ雄にぐ-ヒビ生ろ_?：ふ_き_圉定ふズ謹？：&ぅぇ- 
注 5) ハン ドル バーの 上がり 力 ミ 250mm を 超える もの をい う。 



著作権法 により 無断での 複製, m ；は 禁止され ております。 
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単 mm 




a) ドロップ 形の 力の 方向 b) フラット 形の 力の 方向 




c) 同相 試験 め 逆 相 試験 

図 15 — 疲労 試験 



著作権法 により 無断での 概氣 霾， は 禁止され ております。 
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単位 mm 




e) 八 イラ ィズ 形の 力の 方向 
図 15 — 疲労 試験 （続き) 



表 5 —同 相 試験の 条件 



ハンドル バーの 形状 


一般 用 自転車 （マウンテン バイク 類形 車 を 除く。） に 
用いる もの 


マウンテン バイ ク 類形 車 
に 用いる もの 


ドロッズ 形 


フラッ ト形 及び アップ 形 


フラット 形 


ノ、 ン ドル バーの 材料- 


鉄 


非 鉄 


鉄 


非 鉄 


鉄 


非 鉄 


加振 力/! N 


±350 


±450 


±250 


±350 


±300 


±400 


繰返し 回数 回 


50 000 



表 6 - 逆 相 試験の 条件 



ハン ドル バーの 形状 


一般 用 自転車 （マウンテン バイク 類形 車 を 除く。） に 
用いる もの 


マウンテン バイ ク 類形 車 
に 用いる もの 


ドロップ 形 


フラッ ト形 及び アップ 形 


フラット 形 


ノヽン ドル バーの 材料 


鉄 


非 鉄 


鉄 


非 鉄 


鉄 


非 鉄 


加振 カ乂 N 


±150 


±200 


±150 


±200 


±180 


±230 


繰返し 回数 回 


50 000 



表 7 — 八 イラ ィズ 形八ン ドルの 試験 条件 



ハン ドル バーの 材料 


同相 


試験 


逆 相 試験 


鉄 


非 鉄 


加振 力 / 3 N 


±150 


±210 




繰返し 回数 回 


50 000 



著作権法 により 無断での； し 転載 等 は 禁止され てお ります。 



30 

D9301 ： 2010 



7.6 にぎりの 強度 試験 
7.6.1 にぎりの 離脱 力 試験 

試験 用 ハン ドル バーに にぎり を 取り付け， 60 。C±2 °C の 温水に 4 時間 以上 浸せき する。 試料 を 取り出し, 
30 分 以上 経過 後 2 時間 以内に 図 16 のよう な 引 張 具によ つて， にぎりの 元の 部分 を 引っ張り， にぎりの 離 
脱力 を 調べる。 このと き， リングと 試験 用 ハンドル バーとの 径の差 は， 0.2mm 以下と する。 また， 完成 車 
の 試験に おいて は， 試験 用 ハン ドル バーに 換えて 実際に 装着す る ハン ドル バー を 用いても よい。 

試験 用 ハンドル バー は， JISG4303 に 規定す る SUS304 の 丸 棒の 表面 を， JIS R 6252 又は JIS R 6253 に 
規定す る 研磨材の 粒度 P320 の 研磨紙， 又は 耐水 研磨紙に よって 仕上げた ものと する （表 8 参照)。 



表 8 — 試験 用八ン ドル バー 寸法 （参考） 

単 Iai mm 



にぎりの 内径 


試験 用 ハン ドル バー 


許容 差 


の 呼び 


の 外径 （め 




16 


15.9 





19 


19.1 


-0.15 


22 


22.2 





引 張 具 八ン ドル バー 




^ _ ^ _ . ひ ~ nrmnTmrmTmrnn ~ i 




















^1 — 


= y / _UUUULUU.IJ.LU 丄 LUJ.U.LI.U~i 





図 16— にぎりの 離脱 力 —試験 



7.6.2 エンド キャップな どの 離脱 力 試験 

エンド キヤ ッ プ 及び バー テープ 用の ェン ドプラ グを 組立 状態に し， 図 17 又は 図 18 に 示す よ う な 引 張 具 
によって， 端 部 を 引っ張り， 取 付 部の 離脱 力 を 調べる。 



著作権法 により 無断での 複製， 転載 等 は 禁止され ております。 
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引 張 具 



バー テープ 



八ン ド ルバ- 




図 17 —ェン ド キャップの 離脱 力 試験 

引 張 具 バー テープ 



W 





< 


S Co/' 








y ゃヽ 






図 18 — エンド プラグの 離脱 力 試験 

7.7 前 ホークの 強度 試験 

7.7.1 前 ホークの エネルギー 吸収 試験 

前 ホーク は， 図 19 のように ホークス テム を V ブロックで 支えて， 前 ホークつ めに 質量 1 kg 以 下の 軽量 
ローラ を 取り付け， ハブ軸 取 付 部に 垂直 方向に， 40 J の エネルギー を 吸収 させた とき， 各部の き 裂 及び 折 
損の 有無， 及び 永久 変形 量 を 調べる。 



単位 



25 ： 75 



フ 





注記 ホークス テム を v プロ ックで 支える とき は， 下 玉 押しの はめ 合い 部 を 避けて 取り付ける。 

図 19 一前 ホークの エネルギー 吸収 試験 

7.7.2 前 ホークの 疲労 試験 

前 ホーク は， 図 20 のように ホークス テム をへ ッ ド 部品で 保持 し ， 前ホ ーク つめに 取り 付け ら れた 負荷 ジ 



著作 權法 によ り 無断での^ 製， 転 稗 等 は^ ih されて お ります。 
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グに， 車輪 面 内で ホークス テムに 直角な 方向に 主お 0ぉぶ 力 __(^i__iQQ__Q^ 遞 加えた とき， 破損 又は 目に 
見える き 裂の 有無 を 調べる。 . き-がん- --立 ニポ匕 Z 乙 1 ヒニ製 を 二 ク J き！^ 均 位霪 力： ^タ默 

をお み 

なお， 試験 振動 周波数 は 25 Hz を 超えて はならない。 ' 



へッ ド 部品で 保持 




図 20 — 前 ホークの 疲労 試験 



7.7.3 サスペンション ホークの タイヤ ク リ ァ ランス 試験 

サスペンション ホーク を 図 21 のよう に 組み合わされる 車輪に 取り付け， 車輪に 対し ホーク 肩の 方向に ホ 
一 タス テム の 軸 と 平行 に 2 800 N の 力 を 1 分 間 保持 したと き， タイヤの ホーク 肩へ 接触の 有無 を 調べ る 。 



サス ペン シ 
ホーク 




2 800N 

図 21— サスペンション ホークの タイヤ クリアランス 試験 



7.7.4 サスペンション ホークの 引 張 試験 

サス ペン ショ ン ホーク は， 図 22 のよう に ホーク 肩に クランプ 力が 加わらな いよう にしな 力 《ら， ホークス 
テム を 適切 な 固定 具 にしつ かり はめ込み， ス テム 軸に 平行で ホーク 肩から 引 き 離す 方向 に 2 300 N の 引 張 
力 を 二つの つめに 均等に 配分して 負荷し， 1 分 間 保持した とき， サスペンション ホークに 離脱 及び 緩み 並 
びに ホーク 足の 構成 部品の 分離の 有無 を 調べる。 



：…： …： … ： 



著作権法 により 無断での 複製， 転械^ は 禁止され ております。 



33 

D9301 ： 2010 



せ 



サスペンション 
ホーク 



2 300N 



図 22 — サスペンション ホークの 引 張 試験 



7.8 フレームの 強度 試験 

7.8.1 フレーム © 耐久性 ' 

フレームの 耐久性 は， a) 耐振性 試, 験 及び b) 疲労 試験 を 行った とき， フレームの 各部の 破損， 著しい 変 
形 及び ゆがみの 有無 を 調べる。 
a) 耐振性 試験 

1) フレーム は， 図 23 のように 前後 車軸の 位置が 水平になる ように 取り付けて， 表 9 に 示す 試験 条件で 
鉛直 方向の 上下 振動 を 与え 試験 を 行う。 ただし， 前後の 車輪 径の 呼びが 異なる 設計の フレーム では， 
それぞれの 車輪の 接地 点が 水平になる よ う に 取り付ける。 

なお， 前車軸 は 前後 方向に 自由に 移動で きる ように 保持す る。 

2) フ レームと 組み合わされる シー ト ボス ト を 使用し， シート ボス トを はめ 合せ 限界 標識の 位置に 固定 
し， シート 部への おもり は 図 24 に 示す ような， くら 形お もり 受台を 用いて シート 部に 取り付け， つ 
り 金具に 円形のお もり を 左右に 振り分け てつり 下げ， おもり 受台， つり 金具 及びお もりの 合計 を 質 
量と する。 おもり 受台 は， シート ポストの 上端から 中心 線 上 20 mm 下方の 位置で， 締付 金具 を 用い 
て シート ポス ト に 固定す る。 コンビネーション ピ ラー を 使用す るフ レームで は 同じ 長さの 一本 ボス 
トに 換えて， 試験 を 行っても よい。 

3) ハン ガ 部への おも り は， 円形のお も り を 左右に 振り分けて ハン ガ 部に 固定す る。 

なお， おもり を 取り付ける おもり 受 台の 質量 は， 2kg 以下と する。 

4) へ ッ ド 部への お もり は， 図 25 に 示す よ う な 金具 を 用いて， おもり をお もり 受台 （お も り 受台は 0.5 kg 
以下の 質量で なければ ならない。） の 下 面と 止め ナツ トの 上面との すき 間が なくなる 位置に 固定す る。 
ノ 、 ン ドル ステ ム がス テム だ け の 構造で， ホークス テム を 外側 か ら クランプ する 構造の もの を 使用 す 
る フ レームで は， ホークス テム 上端に 取り付けた おも り を ホークス テム を 外側から クランプ する ジ 
グ 又は ハンド ルス テムに よって 固定して 試験 を 行う。 

5) 振動 周波数 は， 5〜12 Hz の 範囲で 共振 周波数 を 避け， 任意に 選択す る。 



著作 權法に よ り 無断での 複製， fc 載 等は禁 I 卜. さ れて おり ま す。 
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おもり 



おもり 



シート 部 




振動 台 



図 23 — 耐振性 試験 
表 9 一 耐振性 試験 条件 



フ レームの 種^ 


お も り 

kg 


振動 周波数 
Hz 


加振 部の 
加速度 
m/s 2 


加振 回数 
回 


へッ ド部 


シート 部 


ハン ガ部 


計 


大人 車 


ダイヤモンド 形 




50 


20 


75 


5〜12 


19.6 


100 000 


その他 


45 


15 


65 


17.6 


70 000 


子供 車 


40 


10 


55 


マウンテン バイ ク 類形 車 


10 


50 


25 


85 


22 


150 000 



単位 



おもり 受台 




単位 




(/)150 



おもり, 



ぽ 









おもり 受台 



図 24— シート 部への おもり 取 付け ジグ 



図 25 — へッ ド 部への おもり 取 付け ジグ 



著作権法 によ り 無断での^ ai, 、 い^は 禁止され ております。 
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b) 疲労 試験 

1) フレーム は， 前 ホークが へッ ド 部で 回転で きる 状態に し， 図 26 のように 試験機の 上に 固定す る。 後 
ハブ軸 は， 回転で き る 状態に して， 組み合わされる 車輪の 半径 W w ±30 mm の 長さ を もつ 支柱の 上部 
に 固定す る。 

なお， その 支柱の 下部 支持 点 は， 球面 ジョイント によって 全 方向に 回転で きる ものと する。 前ハ 
ブ軸 は， 回転で きる 状態に して 2) の 状態と なる よう 固定す る。 

2) フレーム は， 前後 ハブ 軸の 位置が 水平になる ように 取り付ける。 ただし， 前後の 車輪 径の 呼びが 異 
なる 設計の フレーム では， それぞれの 車輪の 接地 点が 水平になる ように 取り 付けて 試験 を 行う 。 

3) 前 ホーク は， へッ ド 部の 高さが 変わらな いような 剛体 ホークに 換えて 試験 を 行っても よい。 

なお， 前 ホークで 試験した 場合の 前 ホークの 破損 は， 疲労 試験に 含めない。 

4) クランク は， ハン ガ 部で 自由に 回転で きる 試験 用 ク ラ ンク 軸に 取 り 付けた ブー メ ラ ン形 アダプタ （図 
27 參照） に 置き換える。 左右の アダプタ は， 下げ 角が 45° 土 2° になる ように 固定す る。 試験 用ク 
ランク 軸 か ら 試 S 食用 ぺ ダル 軸 までの 長さ 1 は， 組み合わ される クランクと 同じ 長さに 調整す る。 

5) ブー メ ラン 形 アダプタ は， 大 ギヤの 代わりの レバー アーム 及び チェーンの 代わりの コネ ク ティ ング 
ロッドに よって 固定す る。 コネ ク ティング ロッド は， 試験 用 クランク 軸の 中心から 75 mm 上と 後ハ 
ブ 軸との 間に 取り付ける。 コネ ク ティング ロッドが フレームに 接触す る 場合 は， 湾曲した コネ クテ 
イング ロッド を 使用しても よい。 

6) フレームの 内側に 7.5° ±0.5。 だけ 傾けて， 下方に 850N (子供 車 用の フレーム では 500 N) の 力 F 
を 100 000 回 加える。 ' 

なお， 力 は フレームの 中心 面から 150 mm± 1.5 mm の 位置で， 左右の 試験 用 ペダル 軸に 交互に 加 
える。 

7) カーボンファイバー 製の フレーム は， 試験 中に おいて， 上記 6) で 力 尸 を 加えた 箇所 におけるた わみ 
量 を 調べる。 



単 



A 



B-B 




><MBJ^ =1 I ノ に 




図 26 — フレーム 疲労 試験 




著作 栴法 により 無断での 複製， 載 等 は 禁止され てお り ます。 
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図 27 — ブーメラン 形 アダプタの 一例 



7.8.2 耐 衝撃 性 X 〖き—:^ ネル ギ：! 1 吸 性 
7.8.2.1 質量 落下 衝撃 試験 

フレームの 質量 落下 衝撃 試験 は， 質量 1 kg 以下の 軽量 ローラ を 前 ホークに 取り付け， 図 28 のように フ 
レーム を 鉛直に 保ち， 固定 台に 後車 軸で 固定し， 質量 22.5 kg のお もり を 180 mm の 高さから 前後 車軸の 中 
心 点 を 結ぶ 線に 沿って， 前車軸 部の 軽量 ローラと 衝突す るよう に 鉛直 落下 させ， 試験 前後の 車軸 間 距離 を 
測定し， 永久 変形 量 を 求める。 また， フレーム 各部の 著しい 破損の 有無 を 調べる。 

なお， 上 パイプが 着脱 式 の フレーム 体の もの は， 上 パイプ を 取り外す か， ヌ Hfjr>JH せ. 

けた 状態で 行う。 



著作 梅 法に より 無断での 複製， I 一'" トは 禁止され てお ります。 
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単 1Ai mm 

おもり 




図 28 — フ レームの 質量 落下 衝撃 試験 

7.8.2.2 エネルギー 吸収 試験 

エネルギー 吸収 試験 は， 質量 lkg 以下の 軽量 ローラ を 前 ホークに 取り付け， 図 29 のように フレーム を 
鉛直に 保ち， 固定 台に 後車 軸で 固定し， 前車軸 部の 軽量 ローラに 後車 軸 方向に 力 を 加えて 40〗 の エネ ルギ 
一 を 吸収 させ， 試験 前後の 車軸 間 距離 を 測定し， 永久 変形 量 を 求める。 また， この間に 加えた 力の 最大値 
及び フレーム 各部の 著し レ ^ 破損の 有無 を 調べ る 。 




お 0¥« 



釋 



瞓^ま も 



著作権法 により 無断での 複製， 転載 等 は 禁止され ております。 
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?.^.>J::1^^9.*A.ifffl 金 床上に 2 叵 I 

繰り返し 落下 させた とき， 各部の 著しい 破損の 有無 を 調べる。 
なお， 落下 高さ は， おもりの 重心 力 《後車 軸の 鉛直線 上に 達した 場合 は， その 高さと する。 



単 1Ai ram 




図 29 — フ レームの エネルギー 吸収 試験 

7.8.3 耐 前倒し 衝撃 性 
7.8.3.1 前倒し 衝撃 試験 

7.8.2.1 又は 7.8.2,2 の 試験に 用いた フレームに， 軽量 ローラ を 組み付け て， 図 30 のよう に フレームが 後 
車軸 部 を 中心に して 鉛直 面 上で 回転で きる よ う に 取 付 台に 装着す る。 

次に， 前 ホーク を 剪後惠 輔が承 平え こ^ $ よ _ぅ J こ _ 平らな 金 床で 支え， 質量 70 kg のお もり （おもり 及びお 
も り受 台の 形状 及び 寸法の 例 を， 図 31 に 示す。） を， おもり の 重心が 立 パイ プ 上端から 立 パイ プ 中心 線の 
延長 上 75 mm の 位置 となる ようにお もり 受 台に 固定す る 。 

なお， おもり 受 台の 質量 は， 2 kg 以下と する。 この 状態で， 前 ホークの 先端 を 落下 高さ 300 mm (ダイ 



^1^ SSM 
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後車 軸 鉛直線 おもり 



単位 



最大 055 




図 30 — 前 倒し 衝撃 試験 



0336 



単位 




図 31— おもり （例） 



7.8.3.2 マウンテン バイク 類形 車の 前倒し 衝撃 試験 

7.8.2.1 又は 7.8.2.2 の 試験に 用いた フレームに， 軽量 ローラ を 組み付け て， 図 32 のよう に フレームが 後 
車軸 部 を 中心に して 鉛直 面 上で 回転で きる ように 取 付 台に 装着す る。 次に， 前 ホーク を 前後 車軸が 水平に 
なる ように 平らな 金 床で 支え， ヘッド 部に 質量 5kg， ハン ガ 部に 質量 35 kg のお もり を， また， シート 部 
に は， 質量 30 kg のお もり の 中心が 立 パイ プ 上端から 立 パイ プ 中心 線の 延長 上 75 mm の 位置に ある 状態で 
固定す る （おもり の 形状 及び 寸法の 例 を， 図 33 に 示す。）。 

なお， おもり を 取り付ける おもり 受 台の 質量 は， ヘッド 部 は 0.5kg 以下， シート 部 及び ハン ガ部は 2 kg 
以下と する。 この 状態で， 前 ホークの 先端 部 を 落下 高さ 300 mm まで 引き起こし， 金 床上に 2 回 繰り返し 
落下 させた とき， 各部の 著しい 破損の 有無 を 調べる。 また， 試験 前後の 車軸 間 距離 を 測定し 永久 変形 量 を 
求める。 

落下 高さ は， おもりの 重心が 後車 軸の 鉛直線 上に 達した 場合 は， その 高さと する。 

マウンテン バイク 類形 車と は， 専ら 一般 道路での 乗 用 を 意図した 自転車で， ハンドル， フレーム， チヱ 
ンジ ギヤ， タイヤな どの 種類 及び 形式が マウンテン バイ ク と 類似す る ものと する。 



^ffii 嫉 



床 

金 



H 作醫 法に 1 1 焦晰 での 澳褽， 等 は禁. ih さ れて お り ま す。 
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後車 軸 鉛直線 



おも り 30 kg 



おもり 5 kg 



単位 




おもり 35 kg 

図 32 — マウンテン バイク 類形 車の 前 倒 し 衝撃 試験 



0150 



a) ヘッド 用 (5 kg) 



0245 



b) シー卜 用 （30 kg) 
図 33 — お もり （例） 



7.9 車輪の 静的 強度 試験 
7.9.1 車輪の 横 静的 強度 試験 

図 34 のように ハブ軸 を 固定し， 車輪 中 心 面 に対して 垂直 に 
部の 異常の 有無 及び 力の 負荷 位置での 永久 変形 量 を 調べる。 

なお， オフセット 組 車輪 は， オフセット 側に 力 を 加える。 



単位 



0250 



c) 八 ンガ用 (17.5 kgX2) 



リ ムの 一点に 300N の 力 を 1 分 間 加え， 各 
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固定 装置 




車輪 中 や 面 



図 34 -車 輪の 横 静的 強度 試験 

7.9.2 車輪の 縦 静的 強度 試験 

図 35 のよう に 車輪 上面に 対して 直角に 平板 を 介し ハブ軸 方向に 2 500N の 力 を 1 分 間 加え， 各部の 異常 

の 有無 及び 永久 変形 量 を 調べる。 



F 




図 35 — 車 輪の 縦 静的 強度 試験 

7.10 駆動 部の 静的 強度 試験 

駆動 部の 静的 強度 試験 は， フレーム， 駆動装置， 後車 輪， チェンジ ギヤ 装置な ど を 組み立てた 状態で, 
フレーム 中心 面 を 試験 台に 垂直に 取り付け， 後車 輪 を 回転し ないよう にリ ム 部で 固定して， 次に よって 行 
つたと き， 駆動 系統の 各部の 著しい 変形， 破損 及び 作動 状態 を 調べる。 

a) チェンジ ギヤ 装置がない 自転車 

1) 左 クランク を 前進 水平 位置に して， 左 ペダルの 中心に 1 500 N の 力 を 左 クランク に対して 垂直 下方 
に 15 秒 間 加える。 

なお， 試験 中， フリー ホイールの 組 付け 状態 及び 駆動機 構の 伸び， た わみ などに よって， クラン 
クが 30° 以上 回転した とき は， 水平 又は 水平より 上の 適切な 位置に 戻して 試験 を 続ける。 

2) 1) の 試験 終了後， 右側に ついても 同様の 試験 を 行う。 

b) チェンジ ギヤ 装置 付きの 自転車 



著作権法 によ り 無断での 複製， 転載 等 は 禁止され ております。 
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1) チェンジ ギヤ を 最大 歯 数 比になる ように 正しく 調整し， a)l) の 試験 を 行う。 

2) チェンジ ギヤ を 最小 歯 数 比になる ように 正しく 調整し， a)2) の 試験 を 行う。 
7.11 ペダルの 強度 試験 

7.11.1 ペダルの 静的 強度 試験 

ペダルの 静的 強度 試験 は， 図 36 のように， クランク はめ 合いね じ 部で 水平に 固定し， ペダル 体に 1 800N 
の 力 を 鉛直に 5 分 間 静かに 加え， ペダル 軸 及び ペダル 体の ひび 割れ， 折 損な どの 有無 を 調べる。 



当て 板 （鋼板） 




50 




60 




図 36 — ペダルの 静的 強度 試験 



7.11.2 ペダル 先端 部の 静的 強度 試験 

ペダル 先端 部の 静的 強度 試験 は， 図 37 のように， クランク はめ 合いね じ 部で 水平に 固定し， 当て 板 を 置 
いて， ペダル 体の 先端から 10mm 以内の 箇所に 1 200N の 力 (F) を 鉛直に 5 分 間 静かに 加え， 力の 負荷 点 
での 最大た わみ 量， 並びに ペダル 軸 及び ペダル 体の ひび 割れ， 折 損な どの 有無 を 調べる。 さらに， 折り畳 
み ペダルで は， ペダルの 固定の 解除の 有無に ついても 調べる。 

なお， 二つの 踏 面が ある 折り畳み ペダルで， 折り畳み 機構の 構造， 又は 上下の 踏 面が 対称で なく 折り畳 
みの 方向が ある 場合 は， それぞれの 踏 面で 試験 を 行い， 片面 式 ペダルで は， 踏 面 側で 試験 を 行う。 



F 



F 



単位 



当て 板 




10 以下 

図 37 — ペダル 先端 部の 静的 強度 試験 



100 






















た わみ 量 . 



7.11.3 ペダルの 動的 耐久 試験 

試験 用 回転軸に 一対の ペダル を 組み付け， この ペダルに 質量 卯 はのお も り を 振動が 最小限になる よ う 
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に 図 38 に 示す よ う にばね でつ り 下げる。 こ の 状態で， 回転軸が 過熱 しないよ う 軸受け 面の 材質に 適した 速 
度で 合計 丄 卯卫 (^回転す る。 ペダルに 二つの 踏 面が ある 場合に は， お， 転 後に ペダル 踏 面 を 1ヌ0° 回転 
させる。 この 方法で 試験した 場合， ペダルの 各部 及び ペダル 軸の ねじ 山に 目に 見える 破損の 有無 を 調べる。 



ペダル 




図 38 — ペダルの 動的 試験 

7.11.4 合成樹脂 製 ペダルの 耐寒 試験 

合成樹脂 製 ペダルの 耐寒 試験 は， 一 20 °C 土 2 °C に 30 分 間 保冷した 後， 直ちに 図 39 のように 質量 8 kg 
のお もり を 200 mm の 高さから 落下 させた とき， ペダル 体に 著しい ひび 割れ， 折 損 な ど の 有無 を 調べる。 
ただし， ペダル リフレ クタ は， この 限りで ない。 



単位 













rJ 1 M 


















30 





当て 板 （鋼板） 



図 39 — 合成樹脂 製 ペダルの 耐寒 試験 
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7.12 サドルの 性能 試験 
7.12.1 固定 性能 

サ ドルの 固定 性能 は， 次に よる。. なをに， _ J さ塑麼 にお _は ゑ 薄 座ね. ゆ 蹄: M は 上 /ヒ幻 あ-， お: 见 Hl^-- 

a) サドル を， 図 40 のように シート ポストに 取り付け， サドル 座 面の 垂直 方向に 668N の 力 を， サドルの 
前後 端のう ち， 固定 部に 大きい トルクが 生じる いずれ かの 端から 25mm 以内の 箇所に 加えた とき， 各 
部の 著しい 変形 及び 破損の 有無 並びに サ ドルと シート ボス ト との 間の 動き を 調べる。 

b) a) の 試験 後， サドル 座 面の 水平 方向に 222N の 力 を， サドルの 前後 端のう ち， 固定 部に 大きい トルク 
が 生じる いずれ かの 端から 25 mm 以内の 箇所に 加えた と き， 各部の 著しい 変形 及び 破損の 有無 並びに， 
サドルと シート ボス ト との 間の 動き を 調べる。 



7.12.2 耐久性 

サドル を， 図 41 のように 座 面 を 水平に して 振動 試験機に 固定し， トップ 上面に 質量 80 kg のお もり を 載 
せ， 全 振幅 16 mm の 振動 を 毎分 150 回の 割合で 垂直に 120 000 回 加えた 後， トップ 及び 各部に 著しい 変形 

などの 異常の 有無 を 調べる。 

なお， おもりの 質量 は， アダプタ など を 含む 総 質量と する。 



垂直 方向 




シー トポス トは， 外径 22.2 mm の 棒鋼に ニッケル 一 クロムめ つき を 施した もの を 用いる。 
ボス 卜 直 付け サドル は， このまま 図の ように 取り付ける。 

なお， ボス 卜 直 付け サドルと は， やぐら を 用いず， サドルに シート ポストに 相当す る ボス 
卜 を 直接 固定した ものと する。 



図 40 — サドル 固定 性能 試験 



著作権法 により 無断での 複製， 転載 等は禁 .||:： されて おります。 
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おもりの 中心が サドル 全長の 前端から 2/3 の 位置になる ように 固定す る。 
や ぐ らの向 き は 前後い ずれで もよ い。 

注 a) ポスト 直 付け サドル は， ポストの 軸線と サドル 座 面との 交点の 位置に 
おも りの 中心が く るよう に 固定す る。 



図 41 一 サドル 耐久性 試験 



7.12.3 耐寒 性 

合成樹脂 製 サドル は， —20 °C±2 °C に 30 分 間 保冷した 後， 直ちに 図 42 のように 座 面 を 水平に して 試験 
装置に 取り付け， 質量 8 kg のお もり を 600 mm の 高さから 落下 させた とき， 各部 の 破損の 有無 を 調べ る 。 



著作 梅 法に より 無断での 複製， 載 等 は 禁止され ております。 
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単位 




おもりの^ 下位 置 は， おもりの 中心が サドル 全長の 前端から 2/3 になる よ 
うにす る。 やぐらの 向き は 前後い ずれで もよ い。 

ボス ト直 付け サドル は， ボス トの 軸線と サドル 座 面との 交点の 位置が おも 
りの 落下 位置と なる ようにす る。 

図 42 — 合成樹脂 製サ ドルの 耐寒 性 試験 



7.12.4 ばね 強さ 

コイルば ね 式 サドルの 後 コイルば ね は， 300N の 力 を 加え 30 秒 間 圧縮し， 力 を 取り除き， 永久 ひずみ を 

調べる。 

7.12.5 はめ込み 強度 

はめ込み 式の 舟 線 又は コイルば ね は， 試験 ジグに 舟 線 を 固定し， 図 43 に 示す ように， サドル 後部で はは 
め 込み 部 後方， サドル 前部で ははめ 込み 部 前方の， はめ込み 部に 近い 位置に 400N の 力 (F) を， はめ込み 
部 ごとに サ ドル 座 面に 対し 垂直 上方に 加えた とき， 舟 線 又は コイルば ねの はめ込み 部からの 外れ， 並びに 
サ ドルの き 裂 及び 変形の 有無 を 調べる。 
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F 

F 小 




図 43 — サ ドル はめ込み 強度 試験 



7.12.6 ビニル レザー 又は 合成樹脂 製 ト ッ プの 破裂 強さ 

サドル トップに 使用す る ビニル レザー 又は 合成樹脂 製 トップの 破裂 強さ は， JIS L 1096 の 8.16.1 [A 法 
(ミューレン 形 法)] によって 試験す る。 
7.12.7 革 製 トップの 引 張 強さ 及び 伸び 

サドル トップに 使用す る 革 製 トップの 引 張 強さ 及び 伸び は， JISK6550 の 5.2 (引 張 強さ 及び 仲び) によ 

つて 試験す る。 

7.13 シート ポストの 疲労 試験 1 
7.13.1 試験 準備 

試験 部品 は， 完全に 組み立てられた 状態で， 自転車の シート ラグ を模 した ジグの 中に， はめ 合せ 限 界標 
識 まで 挿入し， 通常の 締付 金具で 固定す る。 シート ポストの 軸 は， 水平に 対して 73° 傾ける （図 44 及び 
図 45 参照)。 

7.13.1.1 加振 力の 位置 及び 方向 

シート ボス トは， 次の 二 段階の 動的 力 を 加えた とき， シート ボス トの 破損 又は 目に 見える き 裂の 有無 を 
調べる。 加振 力の それぞれの 方向 は， 図 44 及び 図 45 による。 

第一 段階で は， 垂直 下方への 反復 力 F 4 を サドルに 模 して， そして シート ボス ト にしつ かり と 締め付けた 
適切な 試験 用 アダプタの 両端 部に， 交互に 加える （図 44 参照)。 

なお， その アダプタ は サドル 取 付けに 適切な その 最上 部に 固定され， かつ, アダプタの 全長の 中央部 分 
が 取 付け ボルトの 位置に 来る ようにす る。 加振 力 は， 中央部 分の 前後 それぞれ 70 mm の 位置に 加える。 お- 

だ ふ-しせ か H.mm-Q 位置に 如 厘 カ耷 無え 5 ぷ丄 が:？^^. ヒ 場合. にあ- -距墜 もタき 醒闕篮 で 調 靈レ 

て Ip^^—H はに 本 平 鍾き 塑！^で 煮 _を お 二 上ポ； ^上^) 場鱼 に( あ— 後 離に園定す 

第二 段階で は， 後方への 反復 力^ を シート ポストの 主軸に 対して 直角 方向に 加える。 1 本 ボス トの 場合 
に は， その カはサ ドルの 取 付け を 意図した パイ プ 部分の 中央部に 加える。 水平 方向に 延長 部分の ある シー 
トポス トの 場合， その 力 は パイプの 主軸と その 延長 部分との 交点 を 通って 加える。 
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a) 



b) c) 
図 44 一 シート ポストの 疲労 試験 1 (第一 段階） 






図 45 — シート ポストの 疲労 試験 1 (第二 段階） 

7.13.2 加振 力， 繰返し 回数 及び 試験 周波数 

加振 力 を， 表 10 に 示す。 各 段階で， 加振 力 は それぞれ 50 000 回 加える。 ここで， 繰返し 回数の 1 回と 
は， 第一 段階での 交互の 力 を， 第二 段階での 単一の 力 を 負荷す る こと をい う。 試験 振動 周波数 は， 25 Hz 
を 超えて はならない。 



表 10 — 加振 力 



単位 N 



材質 


加振 力 




ハ 


鉄 系 


850 


650 


非 鉄 系 


1 200 


900 



7.13.3 加振 力の 精度 

加振 力 は， 既定値の 0%〜+ 5% の 精度と する。 
7.14 シート ポストの 疲労 試験 2 (コンビネーション ピ ラー） 

図 46 のように， シート ポスト を はめ 合せ 限界 標識の 位置で 73° の 角度に 固定し， サドル 取 付 部に 試験 
用 バー を 取 り 付け， シート ポスト の 調整 ボル ト を 30N-m で 締め付け， 試験 用 バーの A 点 及び B 点に 上下 
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方向 各 200 N の 交互の 力 を 毎分 60 回の 速さで 200 000 回 繰 り 返し 加えた 後， シー ト ポ ス ト の 破損 又は 目 に 
見える き 裂の 有無 を 調べる。 

なお， 加振 力の 精度 は， 7.13.3 による。 



単位 



200N 



200N 




200N 



I 



200N 



図 46— シー ト ポス ト の 疲労 試験 ： 



7.15 ギヤ クランクの 強度 試験 
7.15.1 ペダル 取 付 部 静的 強度 

図 47 のように， 試験 用 クランク 軸に クランク が 水平 になる ように 固定し， これに 試験 用 ぺ ダル 軸 を 取 り 
付け， 負荷 点に 鉛直 方向の 力 1 500N を 静かに 1 分 間 加え， 力 を 除いた ときの 負荷 点の 変位 を 調べる。 

なお， コッ タレス 形 クランク を 試験 用 クランク 軸に 組み立てる ときの 固定 ナツ ト 又は 固定 ボルトの 締付 
け トルク は， 40N'm±5N'm とする。 
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単位 



試験 用 クランク 軸 





負荷 方向 




図 47 — ペダル 取 付 部 静的 強度 試験 




図 48— ギヤ 板 固定 強度 試験 

7.15.3 クランク 水平 落下 衝撃 強度 

図, 49 のように， 鉛直に 設置した 試験 用 クランク 軸に クランク を 水平に 固定し， 負荷 点に 質量 10kg (お 
も り 台 を 含む。） のお も り を 150 mm の 高さから 10 回 落下 させた とき， クランクの 破損の 有無 及び 永久 変 
形 量 を 調べる。 

なお， コッタ レス 形ク ランク を 試験 用 ク ラ ンク 軸に 組み立て ると きの 固定 ナ ッ ト 又は 固定 ボル ト の 締付 
け トルク は， 40N'm±5 N'm とする。 



著作 栴& により 無断での^ お， い:'： t 禁止され ております。 



51 

D9301 ： 2010 



0120 



単位 




負荷 点 負荷 方向 
測定 点 \ + 



図 49 一 クランク 水平 落下 衝撃 強度 試験 



7.15.4 クランク 鉛直 落下 衝撃 強度 

図 50 のよう に， 試験 用ク ラ ンク 軸に クランク を 鉛直 方向に 固定し， こ れに 試験 用 ペダル 軸 を 取 り 付け， 
負荷 点に 質量 10 kg (おも り 台 を 含む。） のお も り を 1 000 mm (クランク 長さ 140 mm 以下の もの は， 500 mm) 
の 高さから 落下 させた とき， クランクの 破損の 有無 を 調べる。 ただし， 鋼製 クランクに ついては， この 試 
験 を 省略す る ことができる。 

なお， コッ タレス 形 クランク を 試, 験 用 ク ラ ンク 軸に 組み立て ると き の 固定 ナ ッ ト 又は 固定 ボル ト の 締付 
け トルク は， 40N*m±5N'm とする。 

単 1ii mm 




図 50 — クラ ンク 鉛直 落下 衝撃 強度 試験 



7.15.5 クランク 疲労 強度 

図 51 のように， 試験 用 クラン ク軸 及び 試, 験 用 ペダル 軸に クランク を 組み付け， ク ラ ンク 下げ 角が 45° 
±2° となる よう ギヤ 板 を チヱ ーンで 固定し， 試験 用 ペダル 軸の クランク 取 付 面から 65 mm の 位置に 1400 
N (^え ヒ^ ftl— l^iMl^Tpi^^ あ __マ皿ぉ） の 力 を 2 5 Hz 以下の 試験 周波数で 5 000 回 加えた 後， ク 
ラ ン クの ひび 割れ 及び 折 損， 並びに クランクと クランク 軸と の 結合 部の がた つきの 有無 を 調べ る。 ただし， 
鋼製 クランクに ついては， 1 100 N で 試験 を 行う。 
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なお， 力の 方向 は 右： 下方 向， 左： 上方 向で 交互に 力 を かける ものと し， -コク __タ__ ヒ; yf ク え 胃 
ffl ええ^ ク JttK 厘み ま で^ぶ_きタ 凰 塞え^ 上ヌせ 園室ボ /ヒ ヒ？ は 上/ ヒぇ あ… 4P_&n^5^: 巫ぶ l^si 

単 1乂 mm 

負荷 方向 




図 51— クランク 疲労 強度 試験 

7.16 路上 試験 

路上 試験 は， 自転車に 緩み， がた などが なく， 各部の 組 付けが 確実で ある こと を 確認し， 必要に応じて 
次の 点検 事項に よって 点検 及び 調整 を 行った 後， 自転車に 適応 乗員が 正常な 乗車 姿勢で 乗り， 少なくとも 
1km 走行した とき， 各部の 異常な 音響， 緩み， 脱落， 断線， 変形な どの 有無 を 調べる。 

試験 前の 点検 事項 は， 次に よる。 ' 

a) 操縦 機能 は， 円滑で， がた があって はならない。 

b) 車輪の 回転 は， 円滑で， がた があって はならない。 

c) ブレーキ ブロック は， 制動 面との すき 間が 適正で， 車輪の 回転に 支障が あって はならない。 

d) 前車輪 及び 後車 輪の 位置 は， フ レームに 対し 適正に 組み付 けられて いなければ ならない。 

e) タイヤ 空気 圧 は， 表示 空気 圧 （範囲が 示されて いる 場合に は， その 最大値） でなければ ならない。 

f) チェーン;^ ゆ 歯 过_ き.^/. レ.] ：. は， 適正な 長さ 及び 張りで， 円滑に 動かなければ ならない。 

g) チヱ ン ジ ギヤ 装置の 作動が 良好で な ければ な ら ない。 

なお， テスター は， JISD9111 の 箇条 4 (諸元） の 表 2 に 記載す る 乗員 体重の ±5kg とする。 
この 試験 中に， 幅 50mm， 高さ 25mm で， タイヤが 触れる 角 部に 12 mm ずつ 45° の 面取り を 施した 木 
片 を 2 m 間隔で 配置 した 30 m の コース を， 表 2 の 乾燥 時 と 同 じ 条件の 速度で 5 回 走行す る 。 

8 検査 

8.1 検査の 種類 

検査の 種類 は， 次に よる。 
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a) 形式 検査 形式 検査 は， 新規の 設計 及び 製造に かかわる 自転車が 設計 どおりの 品質 特性に 適合す るか 
どうか を 判定す るた めに 行う。 

b) 受渡 検査 受渡 検査 は， 既に 形式 検査に 合格した ものと 同じ 設計 及び 製造に かかわる 自転車の 受渡し 
のとき に， 必要と認める 品質 特性に 適合す る か ど う か を 判定す るた め に 行 う 。 

8.2 検査 項目 
a) 形式 検査 



1) 


一般 


2) 


ブレーキ 


3) 


操縦 部 


4) 


前 ホーク 


5) 


フ レーム 


6) 


車輪 


7) 


クイ ック レリーズ 装置 


8) 


タイヤ 及び チューブ 


9) 


駆動 部 


10) 


サドル 


11) 


シート ボス ト 


12) 


保護 装置 


13) 


照明 装置 及び リフレ クタ 


14) 


警音器 


15) 


錠 


16) 


スタンド 


17) 


路上 試験 


18) 


外観 


19) 


ねじ [部品 （ 4 .2 参照）] 


受渡 検査 


1) 


一般 



2) 手動 ブレーキ 〔ブレーキ レバーの 配置， ブレーキ レバーの 開き， ブレーキの 調整 機能 [5.2.2e) 2 ) 及 
び 3) ] 参照〕 

3) 操縦 安定性 [5.3.1 a) 及び c) 参照] 

4) 車輪 （回転 精度， すき 間， スポーク 張力 及び 車輪の 保持） 

5) ギヤ チェンジ 性 

6) チヱ一 ン 又は 歯 付き ベルト [ 5 .9/7a) 参照] 

7) 照明 装置 及び リフレ クタ 

8) スタンド 

9) 外観 

9 表示 

9.1 製品の 表示 

自転車に は， 立 パイプの 表面 又は フレーム 体の 表面に， 転写 印刷， 銘板， 刻印 又は シール を 付ける 方法 
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で， 製造業 者 名 及び 車体 番号 を 表示し なければ ならない。 製造業 者 名 は， 一般 消費者が， 製造業 者 を 特定 
できる 略号で もよ い ? —-直 た に遵使^： あ …二 M ち- -;l^lL#^t_t5 P ... 
9.2 マウンテン バイク 類形 車の 表示 

マ ゥ ン テン バイ ク 類形 車に は， ス テツ 力 一 表示な どで 一般 道路 以外での 乗 用を禁 じ る 旨の 表示 を し な け 
れ ばなら ない。 

9.3 車輪の 固定 確認に 関する 表示 

前車輪に クイック レリーズ ハブを 使用した 自転車に は， カム レバー 惻の前 ホークの 見やす い 箇所に， 乗 
車 前 に 車輪が 固定 さ れ ている こと を 確認す るよう に， ステッカーな どで 表示す る 。 
9.4 リャ キヤ リャ に関する 表示 

シティ 車に は， リャ キヤ リャ， どろよけ 又は フレーム 本体の 見やす い 箇所に， シールな どで 次の 事項 を 
表示し なければ ならない。 

a) リャ キヤ リャが 取り付けられ ている I 自転車で， 幼児 用 座席 を 取り付ける ことができる ものに は， 幼児 
用 座席の 質量と その 幼児 用 座席が 指定す る 最大 適用 体重との 合計 質量 （最大 積載 質量) を 分かりやす 
く 表示す る。 幼児 用 座席 を 取り付ける ことができな いものに は， その 旨 を 表示す る。 

b) リャ キヤ リャが 取り付けられ ていない 自転車に は， 取り付ける ことができる リャ キヤ リャの 質量 別ク 
ラス を 表示す る。 

9.5 添付 カード 

自転車に は， スポーツ 車， シティ 車， 実用 車， 子供 車 又は コンパクト 車の 車種， 諸元， 機能， 性能な ど 
を 記載した カー ド など を 見やす い 箇所に 添付す る。 

10 取扱説明書 

自転車に は， 次に 示す 主旨の 取扱 上の 注意事項 を 明示した 取扱説明書 を 添付す る。 ^fc.U.jM.L^v? 

墨 合に も… 省 峰. レス ii— ヒ 
^-あ J 隨講 1畫に 〖 ま,… 二 謹き 者ぜ簦 易-に Si^C ^^丄 うぶ 厘 T1^L^^__# に 

秦惠 に:? —ヒ^ ^ま？: 左き」 丄^ 乞— 鱼 1^15; 上な-ど-き. 行 ぶ丄 カ豐え レレ- 
吐… 1 き靈 I 鬣 耷適 み… 菌^^き ^ 保管す 

J 避が ま 1する 直 転 s^f も ，隨は 腿^ MtiM: 諮 ぁ_塑 上 (^塗 寫顔耷 雅に提 導: 

!>)-— 使 歷に 当た？.:^ あ… g 薩現 f 遵 5す_ お-ぶお あ- —^閬 疆耷 趙:！ ^上 室 1 び 上-ヒ^ 土卖 fit 
き^せ 前 Sfl 全^ ffl^ft お t^iS¥^^Z_^ 闊丄； 丄お 遊: 塗^-.^ 行 煮に 危 宣^み ぼ J お 
^^がぁ§^出整2き量^ ) 蘩まし卖£$^1赍11^腿薆止1び^乗.り^赘ま^食ぉ__ 
り… 適惣 M 載き せ 8；翥及 び 警告 
お… 麓 熏 きぶ び さきま^^ 度 

？丄… _'丄 ヤ^ヤ」 リ―ャ や- 1 又せ は ( ^可-否 S_ び. 纏 合. す _§」 入ャま ぇャタ 直 
お… ±ャ_ リ^ タマ. 上み 使 ffliQS 意 
化. 置量耷 遵守す-る-旨 9 置苣 

お… に チヤ-え ャ 1 び づ^; ケク丄 せ处 せ麵ん 乂 はなら _なヒ 旨^) 法 意 

り… Jl^ffl 旁 遺靈： t_§2J 藍き 9 衮ま ft ぇ擤な あ i ま^ 
も…^^ Iffif^l お _は荩 び M 児 H 乗 唆^ > 笾案 
) 上… 幼児 里 塵厣 や.? g 化 は e 可; M び 適合す-き H き 1卫 土 質量 1 え ラス 

2) 幼児 用 座席 を 取り 付 け る 場合 は ， 自転車， キヤ リ ャ 及び 幼児 用 座席の 取扱説明書の 指示に 従う 旨， 
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ま; き 塞 厘り 質量え^， 幼] 適 S 獰重ょ ^合 St がしえ^. リ. ャせ S; ^遺 
露 置霉ん せれば な— ら— な -ヒ 旨は警 告 
红… 二 本 みえ 匕- ド- き— 備えた 1_転 事で 1， …幼児 歷 塞 度き-取 —り- f ま は エ^ 

4). …幼児 歷墜 席-に 幼児. 耷. 垂せ 合せし 幼 JMlStQ 使甩上 9 笾 i 齊 慫 立^. 直ち- M^^JI め— 

お-… H 垂. きせ^^^も… 幼児 里た^ A ス 上-ぶ m お 直輕 ffl:^ ヒん？ 上)__ ぇ§ 等お よ り も. 
ヒん: 乙ヒ lii^:f 量 S —ませ 5_な ぶ 幼^き-乗え §丄 衆 や il 募. 

6 上 —幼児え 乗 ：！ な J_ ま II 輸 丘で まな 土-な ヒ旨タ まき 
公 止え ス上 や-養 二 あ-児 意^ 1^ 率^ 垂 事す A え 1 にめ ク丄ぇ 着 1_ きせ 
^ぶ丄 * 食^?… まなし^ 窶ぉ il^rdi^^^ お 自^ 事に 達 事:! ：5 え 1 に虬… t 転 Mr>/ ヒ才マ 上き 養 
fflis 丄 う！^ 上が 望 直 L^-_ 
D 正常な 乗車 姿勢 

1 上 — —.1 疮垂鼻 9 轰 きし-体重 直な— (體- 下. 寸 1 なぶり 触 

2) サドル 及び ハンドル バーの 高さの 調節 方法， 特に， はめ 合せ 限界 標識 を 超えて 調整し ない ことの 注 

せ- 

お.… 1 S 螨が g 常- ど 場:^? 笾意 
SL- フ 1 二き _9 掛は W び E 意 
1) 雨天 時に は 制動 距離が 長 くなる ことに 対する 注意 

り.… 前ズヒ 二き-き- i に 力え は 5 t_ ，…事 麹 ゆ-は ク_ 入し き _転¥ が 剪 互に 転き^^^ 

h) クイック レリーズ ハブの 使い方。 これ は， 車輪の 着脱， 固定 力の 調整 方法な ど を 含む。 

i) チェンジ ギヤ 装置の 使い方 

え: ！ャ. 室 氫里^^量 术 g 気 g 丄 QQ—kjp^—ciyui ヤ^) サ クオ ニ^^に 表^ gf^ 圧が 
秦禿 きす 上る— 旨ぶ 藍 ，ズ:^ 丄ヒ。 … 

m) 乗車 直前の 確認 

1) 前 ブレーキ 及び 後 ブレーキの 作動 

2) ハンドル 並びに 前車輪 及び 後車 輪の 固定 

3) タイヤの 空気 圧 

や-にき 厘^ > す-そ… (權 チモ 二り:; 鲞 き^きれ?^ ヒ H に:?^^^^ ：^富 
nLi§ 椟 1 び 謂 整り S 撥^ 卓 換^) 篇^^ び; ^ 法 

D. …変 潜 蓮^ 膽 ぉま換.レ な は^ば^ ^な]^.. 

— ズぉニ 千お: ^二？ >遨びさ 达き ヒ^^も- -- ズ-ヒ 二ま^ M か を- H るぶ-え 力え あ 立 淘藥：？^^り：^， …す I 

お-— え ^ニヒ^^. S^^S 煮丄な ^上し 唐 fiPf^-f^r.y^^: やす 丄な Ofe 険 t あ 5 せで し; 歴 

«—___ffifflMMfc^ 眉^ S も… 1 葡 まで^ 逸 奮 g せ^？… 
S 1 免 ご太1 び 1; な 場 含に め 返^ ^ で卓撿 

0) ブレーキ ワイヤ 及び ブレーキ ブロックの 交換 時期 
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p) 注油 

1) 注油の 箇所。 梭も… 図^^で 垂: 

2) ブレーキ 制動 面に 注油し ない 旨の 注意 

i) 前照灯 及び 尾灯の 点灯の 確認 
り_—リ.ス_ヒぇタが键»レ.なぁ-_.授ぉ.ジ丄さ_杗ま:?:懐歷レな乂、-_ 

r) 雨天， 雪 及び 強風 時の 使用に おける 注意 

管 上^) g 意 事 填 

t) 標準 予備部品。 これ は, 部品 交換 上の 注意, 適切な タイヤ， チューブ など を 含む。 
u) その他 必要な 注意事項。 これに は， 危険な 乗り 方， 直 転 1* 噔 みま 替お ！？！^！す るぶ 丄 など， 不適 
正な 使用方法 に対する 注意 を 含めなければ ならない。 信 傲險 に艇 み: tA?t 種す 

xL-_fffl 者 やな ，や 根藍薆 9 や S 雄し-零 M 香 §1 びえ n ク A 番: 

w)_ 廃棄に 関する 情報 



著作権法 により 無断での 複製， し. ： 禁止され ております。 
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附属 書 JA 
(規定） 
歯 付き ベルト 

JA.1 性能 
JA.1.1 引 張 強度 

歯 付き ベルトから， 原形の ままの 試験 片を 採取し， 周囲 温度 20 °C〜30 °C において， つかみ 具 間の 距離 
を 250 mm として 50 mm/min の 速さで 引っ張った と き， 8 000 N 以下の 力で 破 断して はならない。 

なお， つかみ 具 は， 試験 片を 完全に つかめる ような 構造の もの を 使用す る。 また， 試験 片 がっかみ 部分 
で 切断 又は ゴム はく 離した 場合に は， その 試験 を 無効と し， 再試験 を 行う。' 
JA.1.2 耐 温度 性 

長さ 250mm 以上の 歯 付き ベルトの 試験 片を 60 で 土 1 でに 70〜75 時間 保ち， その後 室温に 2 時間 放置 
し， 外径 50mm の 円筒に 歯 を 内側に して 巻き付けた とき， き 裂 を 生じて はならない。 また， 引き続き 同じ 
試験 片を一 20 °C±2 °C に 5〜6 時間 保った 後， 外径 50mm の 円筒に 歯 を 内側に して 巻き付けた ときに， き 
裂 を 生じて はならない。 
JA.1.3 耐 油性 

歯 付き ベルトから， 原形の ままの 試験 片を 採取し， JIS K 6258 の 試験 用 潤滑油 No.l 油に 70〜75 時間 浸 
せきした 後， 油 中から 取り出し， JA.1.1 の 方法で 引 張 試験 を 行った ときに， 7 400 N 以下の 力で 破 断して は 
ならない。 
JA.1.4 耐水性 

歯 付 き ベルトから， 原形の ま ま の 試験 片 を 採取 し， 水中に 70〜75 時間 浸せ きした 後， 水 中 か ら 取 り 出 し ， 
JA.L1 の 方法で 弓 [ 張 試験 を 行った ときに， 7 400 N 以下 の 力 で 破 断 し て はならない。 
JA.1.5 連続 駆動 耐久性 

駆動装置に 歯 付き ベルト を 取り付け， 腕の 長さ 165 mm の クランクで， ペダル 踏 力 400 N 相当の トルク 
を 毎分 約 60 回転の ク ラ ンク軸 回転 速度で 2 000 000 回 加えた とき， ベルト の 歯 部に ひび 割れ 又は 歯 こ ぼれ 
が 生じたり， せん 断したり して はならない。 



著作権法 により 無断での 複製， 転 数 は 禁止され てお り ます。 



附属 書 JB 

(参考） 

JIS と 対応 国際規格との 対比 表 



JIS D 9301:2010 一般 用 自転車 


ISO 4210:19%, cycles - Sarety requirements for bicycles 


(I)JIS の 規定 


(II) 

国際 


(III) 国際規格の 規定 


(IV)JIS と 国際規格との 技術的 差異の 箇条 
ごとの 評価 及び その 内容 


(V)JIS と 国際規格との 技術的 差 

異の 理由 及び 今後の 対策 


箇条 番号 
及び 題名 


内容 


規格 
番号 


箇条 畨万 - 


内容 


箇条 ごと 
の 評価 


技術的 差異の 内容 〗 




1 ill 用範 
囲 


JIS D 9111 に 規定す る 一 

般用 自転車 （サドル 最大 
高さが 635 mm を 超え 1 
100 mm 以下） に 適用す 

る。 




1.1 


公道で 使用す る 目的の 自 
転 車で， サ ドル 地上 高 を 
635 mm 以上に 調整で き る 
ものに 適用す る。 


追加 


JIS では， 上限 値 を 規定。 


実質的な 差異 はない。 


2 引用 規 
格 
















3 用語 及 
び 定義 


JISD 9101 による ほか 國 

項目 を 規定。 




1.3 


13 項目に ついて 規定。 


追加 


JIS では， 用語の 定義 を 追加。 


JIS では， 一般に はなじみ の 薄い 

用語に ついて 説明 を 追加。 


4 構成 及 
び 部品 


構成 す る 部 品 名 を 部分 分 
類 ごとに 記載し， 適用 JIS 

を 例示。 








追加 


JIS では， 項目 を 追加。 


JIS では， 部品の 規格 も 細かく 規 

定 されて いるので， 追加。 


5.1 一般 
5.1.1 主 

要 寸法 


自転車の 長さ， 幅 及び サ 
ドル 最大 高さ は JIS D 
■ による。 








追加 


JIS では， 長さ 及び 幅 を 追加。 


JIS では， 道路交通法に 合わせ， 

規定 を 追加。 


5.1.2 先 

銳部 


乗車 走行 及び 取扱 操作で 
人体に 危害 を 及ぼす おそ 
れが ある 銳ぃ 角， とがり， 
ばり， かえりな ど を 禁止 
している。 ブレーキ レバ 
一， スタンド， セ ィフテ 
ィ フ ック などの 端 部 は， 
丸め 加工 を 施す か 又は キ 
ヤップな どで 覆う。 






通常の 乗車， 操作 又は 手 入 
れ のとき に， 手足に 触れる 
露出した 縁 は 鋭 くして は 
ならない。 


追加 


JIS では， 方 * を 具体的に 例 

示。 


JIS では， 安全性 を 確保す るた め 

具体的に 例示。 



$00^^ ^^idoi. 一一 一 ： ： 幾. 一 hwtlT お f〕 w„f。 
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(I)JIS の 規定 


(II) 

国際 


(III) 国際規格の 規定 


(IV)JIS と 国際規格 と の 技術的 差異の 箇条 
ごとの 評価 及び その 内容 


(V)JIS と 国際規格との 技術的 差 

異の 理由 及び 今後の 対策 


箇条 番号 
及び 題名 


内容 


規格 
番号 


箇条 番号 


内容 


箇条 ごと 
の 評価 


技術的 差異の 内容 




5.1.3 突 

起 物 


長さが 8 mm 以上の 突起 
物の 形状 を 規定。 
チェーン 引きな ど 調整 を 

必、 安と する もの， 议 ひチ 
ャッ プ などで 覆われて い 
る もの は 除外す る。 






長さが 8 mm 以上の 突起 
物の 形状 を 規定。 
フォーム パッ ドは， パッ ド 
カ甽又 り 外 e れた とさ， 目卑; s 

車が 突起 物の 要件 を 満た 
しているならば， 許され 

る。 

ねじ 山 は 締付け 相手 部分 
からね じの 径 以上に 突き 

LU t«> し、 
U-i C* ない。 


追加 


JIS では， 調整の ため 必要な 突 

起 物 を 除外し， キャップ による 

保護 を 認めて いる。 ISO 規格で 

【ま， ノ才 一 ム ノヽッ 卜 【し ソレュ C の 

規定 を 追加。 


JIS では， 我が国の 実情に 合わせ， 

追加。 フォーム パッド は， 我が国 
では 使われて いない。 




おね じ は， 締付け 相手 部 
分から， ねじの 外径 以上 

卜 キ中入 い 

レレ 大ビ CUcrZckvJo 












5.1.4 ヮ 

ィャ 


ワイヤの 長さ は， 操作 上 
必要な 長さ と し， 著しい 
たるみが あって はなら な 

し: i ワノ ャャみ 、ソ フ。 け 
v -» o ノ" 1 V つ" T ノ/ レょ， 

20N の 離脱 力に 耐えな け 

れ ばなら ない。 




2.2.2.3 


ワイヤ 端末 は， 20 N 以上 
の 引抜き 力に 耐える キヤ 
ッ プか 又は 簡単に 取れな 

い 古 や 槐 諧ミ わ ^ / + in 
レ ュ ？ぉ に ^ 直 c3 不し 7 cC り 不し 

ばなら ない。 


追加 


JIS では， ワイヤの 長さに つい 

て も 規定。 


JIS では， 安全性 を 確保す るた め 

規定。 


5.1.5 各 

部の 固定 


取 付けね じ は， 十分な 固 
定カ ではめ 合わされ， 使 
用 中に 緩まない よ う に締 
め 付ける。 








追加 


JTS では， 項目 を 追加。 


JIS では， 安全性 を 確保す るた め 

規定。 


5.2 ブ レ 
ーキ 

般 


前車輪 及び 後車 輪の それ 

ぞれを 制動す る 別 系統の 

フ、、 し^ ^ やち ^/i^ すス マ 
ノレ つ t^iJ 用 9 な。 / 

スべス ト を 含有す るブレ 

一 キ部材 の 使用 は 認めら 

れ ない。 




2.2.1 


一つ は 前輪 を 制動し， も う 

一つ は 後輪 を 制動す る 二 

つ m 7^11 窗 も 祐 諧 も Hi? h ほ け 
ゾ レソ m 农 M t 爿乂 v rJ レフ 

る。 制動 装置 は 独立して 作 

動し， 別項の 制動 性能 要件 

を 満たさなければ ならな 

い 。アスペス ト を 含む ブレ 

一 キブロ ッ クの 使用 は認 

め ら れ ない。 


追加 


JIS で 規定 されて いる 分析 方法 

を 追加。 


ISO 規格 で は 分析 方法 を 規定して 
いないが， JIS では， 既に 制定 さ 

れ ている 分析 方法 を 追加。 
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(I)JIS の 規定 


(II) 

国際 


(III) 国際規格の 規定 


(IV)JIS と 国際規格との 技術的 差異の 箇条 
ごとの 評価 及び その 内容 


(V)JIS と 国際規格との 技術的 差 

異の 理由 及び 今後の 対策 


箇条 番号 
及び 題名 


内容 


規格 
番号 


箇条 番号 


内容 


箇条 ごと 
の 評価 


技術的 差異の 内容 




5-2.2 c) 
ブレーキ 
の 取 付け 


キヤ リ パブ レーキの フ 
レーム 組 付 部 は， 緩み 止 
め を した 構造と する。 




2.2.2.3 


フ レーム， 前 ホーク 及び ハ 
ン ドル バーに 取り付け ら 
れた ブレーキ 部品の ねじ 
は， 適合す る 部品と 共に 使 
用す る。 


削除 


ISO 規格 は， フレーム， 前 ホー 

ク 及び ハン ドル バーに 取り 付 
けられた ブレーキ 部品の ねじ 
の すべてに ついて 規定。 


JIS では， 別項に おいてす ベての 

ねじ は 使用 中に M まない よ う 求 
めて いる。 


5-2.2 d) 
ブレーキ 
摩擦 材の 

固定 


ブレーキ ブロック， ブレ 
一 キラ イニング な ど は 

確実に 取り付ける。 7.1 
の 試験 時に 異常 を 生じ 

ない。 




2.2.2.4 


ブレーキ ブロ ック は， 確実 
に 取り付ける。 2A1 の 試 
験 時に 異常 を 生じない。 


追加 


JIS では， バンド ブレーキ 及び 

内拡 ブレーキに 使用され るブ 
レーキ ライ ニン グに ついての 
規定 を 追加。 


我が国で は， バンド ブレーキ 及び 
内拡 ブレーキ が 多用 さ れて い る 
実情に 合わせ， 追加。 


5-2.2 e) 
ブレーキ 

の 調整 機 
能 


ブレーキ ブロック， ブレ 
一 キラ イニング などに 

ついて， 制動 力 を 維持す 
るた めの 調整， 制動 面と 
のす き 間， 口 ッ ド 式ブレ 
ーキ について 操縦 角度 
を 規定。 




2.2.2.5 


ブレーキ ライニングの 規 
定を 除けば JIS と 同じ。 


追加 


JIS では， バンド ブレーキ 及び 

内拡 ブレーキに 使用され るブ 
レーキ ライニングの 規定 を 追 

加。 


我が国で は， バンド ブレーキ 及び 

内お ムフ レーキ カゝ 多用 さ て い な 
実情に 合わせ， 追加。 


5.2.5 制動 

性能 


[乾燥 時] > 
GD 5 m 以上 は 25 km/h で 
5.5 m 以内。 

GD 5 m 未満 は 16 km/h で 
5.5 m 以内。 
[水 ぬれ 時] 
16 km/h で 9 m 以内 






[乾燥 時] 
前後 同時 25 km/h で 7 m 

以内。 

後 だけ 25 km/h で 15 m 
以内。 

[水 ぬれ 時] 
前後 同時 16 km/h で 9 m 

以内。 

後 だけ 16 km/h で 19 m 

以内。 


変更 


JIS と ISO 規格 とで は， 乾燥 時 

の 規定が 異なる。 また， ISO 規 

格 では， 後 ブレーキ だけ を 制動 
した 数値 も 規定。 


道路交通法 では， 後 だけの 制動 を 
禁止して いる。 また， JIS では， 
我が国の 道路 事情に 合わせ， 制動 
距離 を 強化。 
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(I)JIS の 規定 


(H) 

国際 


(m) 国際規格の 規定 


(IV)JIS と 国際規格 と の 技術的 差異の 箇条 
ごとの 評価 及び その 内容 


(V)JTS と 国際規格との 技術的 差 
異の 理由 及び 今後の 対策 


箇条 番号 
及び 題名 


内容 


規格 
番号 


箇条 番号 


内容 


箇条 ごと 
の 評価 


技術的 差異の 内容 




5.3 操縦 部 
5.3.1 操縦 

安定性 


きしみ， 当た り などの 不 
円滑が あって はなら な 
い。 25% 質量が 前輪に か 
かる。 操縦 角度 は， 60° 
以上と する。 また， 適応 
乗員 体重 及び 角度 測定 
方法 を 規定。 




2.3.4 


きしみ， 当たりな どの 不円 
滑が あって はならない。 
25 % 質量が 前輪に かか 
る。 操縦 角度 は， 60° 以上 
とする。 


追加 


JIS では 適応 乗員 体重 及び 角度 

測定 方法 を 追加。 


J1S では， ISO 規格で 規定して い 

ない 内容 を 補うべく 詳細に 規定。 


5.3.2 ノ、 ン 
ドル 


全幅 は 600 mm 以下。 は 

め 合せ 限界 標識 を 越え 
ないよう 固定す る。 にぎ 
り 最上 部 との 高さ の 差 
は 400 mm を 超えない。 
両端 をに ぎり， エンド キ 
ャッ プ などで 覆う。 
ノヽン ドノ レノ や一， ス テムの 
強度 及びに ぎり の 離脱 
力 を 規定。 




2.3.1 


全幅 は 350 mm から 700 
mm の 間， 他 は JIS と 同じ。 

ハ ン ドル バー 及び ス テム 
の 強度 は， 4.5.2 で 規定。 


変更 


J1S では， 全幅の 規定が 道路 交 

通 法に 合わせ 変更 されて いる。 
最小 幅 は 規定され ていない。 

また， 構成に ついて， ISO 規格 

では 性能 を 試験 方法で 規定。 


道路交通法に 合わせ， 最大 幅 を 変 
更 している。 最小 幅 を 規定す る必 
要はない。 

また， 構成に ついては 実質的 差異 
はない。 


5.3.3 引 上 

け 棒の 強 

度 


製造業 者が 推奨す る締 
付け トルクより 50 %大 
きな ト ルクで 締め付け 
て も 異常の ない こと。 








追加 


JIS で 規定され ている トルク ッ 

ールを 追加。 


JIS では， ISO 規格で 規定して い 

ない 内容 を 補うべく 詳細 に 規定。 


5.4.2 前ホ 
一 クのェ 
ネ ル ギ 一 
吸収 性 


7,7,1 の エネルギー 吸収 

H 式, 験を仃 い， 水久 変形 M 
力 《40 mm 以下。 








追加 


JIS では， 規定 内容 を 追加。 


J1S では， 安全性 を 確保す るた め 

規定。 


5.4.3 前ホ 
—ク の疲 

労 性 


前 ホークの 疲労 性 は 

7.7.2 による。 

力一 ボン ファイバ一 製 

の 試験 を 規定。 








追加 


J1S では， 規定 内容 を 追加。 


J1S では， ISO 規格で 規定して い 

ない 内容 を 補う た め 詳細 に 規定。 
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$0^^ fMST さま 000ms d 5。 



(I)JIS の 規定 


(II) 


(III) 国際規格の 規定 


(IV)JIS と 国際規格との 技術的 差異の 箇条 


(V)J1S と 国際規格との 技術的 差 






国際 






ごとの 評価 及び その 内容 


異の 理由 及び 今後の 対策 


错 名^: -& 
固 木 食 ザ 


[±i^ 
1 つ 杏 


規格 


飽^ T 采- & 

固 木舍 ^7 


1 ム J も 


/V/r' Alt ―、、 T 

箇条 こ と 


技 的 差異の 内容 




1：/ 7 ァ K、g 百々 




番号 






rr\ ^\17 ItxC 

の 曰平1 曲 






Z A A 4+ マ 

j. 4. 4 V 


.7 マ, の 亏ォ 1 に 7 ふ i=f ハチ- > 

/. / .0 リ） uAl. -1 《 1 」 つ に c 








追 カロ 


JIS では， 定 内 容 を 追加 。 


TTC で け ct-l^Afy: か x^/s すス ナ-め 
Jl^ 、は， 土 1 土 t 慨'| 不 9 つんの 


ぺ 、ノ 、、 z ―, 
へ ノノョ 


^ 々ノ -V? A《 + ― 力！ ^/一 

さ， グづ T 刀 、丁、 y t し 












規定 


ヽノ + ^ /7 

ン 刁、 7 


feM して 【ま'^ ら なし ュ 。 














の タイヤ 
















ノ" r フ 
















ソ ス 

Z ノヽ 


















7 7/1 (T\ ^ fiiiT i> i=f ハチ- > 

/. 1 A リ） 口 冗 ィ 了つ 7 し c 








追加 


JIS では， 規定 内容 を 追加。 


TJS では お 全' | 牛^ 確保す ろた め 


へ。 ヽノ； ノ つ 
ヘン ンョ 


お t せ RMl?7 r に爐 マ—, ふ ヾ"^ ハ 
さ ， 兄 次 （Jsfe み 力） めつ 












夫貝定 


、ノ + w /7 
ン小 ■ ^ ヮ 


て （まなら なレ ュ 。 














の 口 | 3 苣ョ念 

リ） 5 1 5k 5 虫 

) 又 
















J.J ノレ 


つし 一 八^ Vrfi? +々 ルも / 4- 

ノ レ —— ムヅリ HUT :A |王 （ぶ， 








追加 


JIS では， 独自の 疲労^ l 験と 


ns で け 安全'【 牛 を Wi^r すろ^ め 

JXo 、 V ふ ， 寸 - H こ 1HH PT ゝ y リに ゆ J 


—— ム 


によ な。 










ISO 規格 案と を 併用。 


規定 


5.5.1 フ レ 
















一 ム （/ リ附 
















八 li 
















D.J.Z '刚衝 


/ ヌ. ム丄 の 貝 里/各 「冊 寧お、 




2.4.1 


m 挙 mim を 1 」 レュ， 早早 田 i 曰] itB 


選択 


JIS で は ， エネルギー 吸収 試験 


従^: 力、 ら TT« の 雷 式 驗> 1 て 害 力お さ 
、NZ y\、 " ン «j io v v pj-v-ax しし、 cr 


擊 性 又 は 


験 又は 7 乂 2.2 のェ ネル 






離の 永久 変形 量が 40 mm 




も 選択で きる よう にした。 


れて 含/ ^ も ので あ ！ 9 雷 式, 験の 過酷 


ェ ネ ル ギ 


ギー 吸収 試験 を 行い， 車 






以下。 






さ 及び 目的 も 同じで あるの で 選 


ー赚 IK7 杜 


ま PJ^ 離の ふ々 亦 ff ク兽 
半 出 1 曰」 ir\± fyB リ） ノ」 ゝ 人. 7T ク里 

が 40 mm 以下。 












択を 認めた。 


5.6 車輪 


縦 振れ 及び 横 振れ は， リ 




2.6.1 


縦 振れ 及び 横 振れ は， リ ム 


変更 


JIS では， 規定 を 強化して いる。 


JIS では， 国内の 製品の レベル を 


5.6.1 回転 


ムを 制動す る ブレーキ 






を 制動す る ブレーキが あ 






考慮し， 消費者の 品質への 意識の 


精度 


が あ る もので は 1.5 mm, 
その他の もので は 3 mm 
以下。 






る もので は 2mm， その他 
の もので は 4 mm 以下。 






高さ を 反映し， 規定 を 強化。 



國 ■ 0^300, 00fx^ ^ 3 お 一〕 W 1-。 
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(I)JIS の 規定 



箇条 番号 
及び 題名 

5.6.3 スポ 

ーク 張力 



内容 

平均 スポーク 張力 を規 
定。 車輪の 径の 呼び 22 
を 超え る もので は 平均 
400 N 以上， 車輪の 径の 
呼び 22 以下の もので は 
平均 300 N 以上。 張力が 
150 N 以下の スポークが 
あって はならない。 
オフ セッ ト 組の 車輪 は， 
フ リ 一ホイ ール 側の ス 
ポーク 張力 平均 400 N 以 
上， 反対側 平均 300 N 以 
上。 

7.9.2 の 縦 静的 強度 試験 
によっても よい。 



i.6.5 b) ハ ブナ ッ ト を 指先で 強 
前車輪の く 締めた 状態から 360° 
保持 緩めて 12 kg の 負荷 を 1 

分 間 加える。 

前車輪の 固定に ク イツ 
ク レリ 一ズハ ブを 使用 
している もの は， 二次的 
な 車輪 保持 具 を 備えて 
おり， クイ ッグ レリーズ 
ハ ブの カム レバー を完 
全に 緩め， 前 ホークの 車 
輪 取 付 部の 切欠きに 沿 
つて 100N の 力 を 加えた 
とき， 車輪が 前 ホーク か 
ら 外れて はならない。 



(III) 国際規格の 規定 


(IV)JIS と 国際規格 と の 技術的 差異の 箇条 

ごとの 評価 及び その 内容 


(V)JIS と 国際規格 と の 技術的 差 

異の 理由 及び 今後の 対策 


箇条 番号 


内容 


箇条 ごと 
の 評価 


技術的 差異の 内容 








追加 


JIS では， 項目 を 追加。 


JIS では， 安全性 を 確保す るた め 

規定。 


2.6.4.4 
2.6.5.2 


指先で しっかり 締めた 状 
態 か ら ノ、 ブ ナット を 
360° 緩めて WON の 力 を 
加える。 

クイック レリ 一 ズハブ を 
使用し， 二次的な 車輪 保持 
具 を 備えて いない もの は， 
カム レバー を 完全に 緩め 
る だけで， 車輪 を 取り外 
し， 交換が できなければ な 
ら ない。 


追加 
削除 


JIS と ISO 規格 とで は， 試験 力 

が 異なる。 

JIS では， 規定 を 削除。 


JIS では， 試験の 再現 性 を 考え， 

かつ， 安全 を 図る ため 規定 を 追 
加。 

JIS では， クイック レ リ 一ズ ハブ 

を 使用し， 二次的な 車輪 保持 具 を 
備えて いない もの は 認めな レ 八 



> 際 格 号 

S 国規番 
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(I)J1S の 規定 


(II) 

国際 


(III) 国際規格の 規定 


(IV)JIS と 国際規格との 技術的 差異の 箇条 

ごとの 評価 及び その 内容 


(V)JIS と 国際規格との 技術的 差 

異の 理由 及び 今後の 対策 


箇条 番号 
及び 題名 


内容 


規格 
番号 


箇条 番号 


内容 


箇条 ごと 
の 評価 


技術的 差異の 内容 




5.7.2 構造 


クイック レリ ーズ 装置 

^mm した ノレ一 ム及 
ぴハ ン ド ルス テムの 折 
り 畳み 及び 分割 機構 は， 
多重 &構 によって 不意 
に レバ一 な どの 固定 装 
置が 解除され ない よ う 

わ -tM ^£t. \A- ふ， I ギ チ— r~ 

な稱； la G なりす L レょな ら 
ない。 








追加 


JIS では， 項目 を 追加。 


JIS では， 安全性 を 確保す るた め 

規定。 


5.8.2 リ ム 

外れ 強さ 


表示 空気 圧の 150 % の 内 
圧 又は JIS K 6302 に規 

7E 9 る hJ til のレ、 9 れカ ュ 
小さい 方の 圧力 を 加え， 
8 時間 放置した とき， 異 
常が 生じて はならない。 




2.7.2 


最大 空気 圧の 110 % の 内 
圧 を 加え 5 分 間 放置した 

とさ， 異吊 力、 5l しな レ）。 


変更 


JIS では， 規定 を 強化。 


JIS では， リ ム 外れ 力 《多発 してい 

る こ と を 考慮し， 規定 を 強化。 


5.8.3 耐熱 

朴 
1 王 


合成樹脂 製 一体 車輪 は， 

り U し丄 2 し C 1 B 守 「曰」 1 木 j 守 

したと き， 異常 を 生じて 
はならない。 








追加 


J1S では， 項目 を 追加。 


我が国で は， 当該 製品 を 多く 使用 
している こ とから 項目 を 追加。 


5.9 駆 動 

部 

5.9.1 ■ 

ルの 各部 
強度 


各部 強度 を 規定。 




2.8.4 


各部 強度 は， 4.8.2 による。 

f -h 6^] tfilvl" 々 =ォ i 会/一つ 1, i て 十ミ 
^JjUU III や J 入 hX\ k% t し ソレ J 、に 

け 規定。 


追加 


JIS では， 項目 を 追加。 


JIS では， 安全性 を 確保す るた め 

項目 を 追加。 


5.9.1.2 ぺ 

ダル 先端 
部の 静的 
強度 


7.11.2 の 試験 を 行った と 
き， 最大た わみ 量 は 
20mm 以下。 








追加 


JIS では， 項目 を 追加。 


JIS では， 品質 を 確保す るた め規 

定。 
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(I)J1S の 規定 


(H) 

国際 


(III) 国際規格の 規定 


(IV)JIS と 国際規格との 技術的 差異の 箇条 

ごとの 評価 及び その 内容 


(V)JIS と 国際規格との 技術的 差 

異の 理由 及び 今後の 対策 


箇条 番号 
及び 題名 


内容 


規格 
番号 


箇条 番号 


内容 


箇条 ごと 
の 評価 


技術的 差異の 内容 




5.9.2 ぺダ 

ル踏面 


ペダル 踏 面の 構造の ほ 
力、， ペダル 軸の 横 振れが 

f\ c 〜― 1>/ ~ R や、 ね ブ， レ 

u.j mm 以 「 し のる しと 

を 規定。 




2.8.1 


ペダル 軸の 横 振れの 規定 
を 除き JIS と ほぼ 同じ。 


追加 


JIS では， 項目 を 追加。 


JIS では， 品質 を 確保す るた め規 

定。 


5.9.3 a) 

ぺ が ,] ノ お £ 
へノ ノレナ 女 

地 角 


ペダル 接地 角 は， 25° 以 

_fi- -7 八。、 ノ、、 ノっ 、ノ M き i 港ん 
丄すス へ ノン ョ ノ機稱 を 

もつ もの は， 適応 乗員 体 

重 相当 を 負荷した 状態で 
'遷 ま寸 A 




2.8.2.2 


ペダル 接地 角 は 25° 以 

-レ 斗 マ 八 、 ノ、、 'づ、/ 通 竭 5t» 

_L, マ 人へ ノン ョ ノ も)^ 冉 を 
もつ もの は 85 kg の 体重の 
乗員 を 模擬した 状態で 測 

ます ス 
疋 9 な c 


変更 


サス ペン ショ ン 機構 を もつ も 
の の す 貝 載虽里 力、 異なな。 


ョ 一口 ッノヽ 。の 成人と 曰 本の 成人 

との 体格 差に よる。 


5.9.5 ギヤ 

チェンジ 
性 


歯 数 比の 切替えが 確実 
で， 作動が 円滑で ある こ 

と。 








追加 


JIS では， 項目 を 追加。 


JIS では， 品質 を 確保す るた め規 

定。 


5.9.6 ギヤ 

々ろ、 ノ々 
ノ / ノノ 

の 強度 


強度 は， 7.15 による。 




2.8.5 


強度 は， 4.8.3 による。 別 
丁 百 m ？ぉ i+p^ g 佘/ ダ^ » t ゝ プ f 斗 

ふ 貝 の レレつ レ ） C レょ， 

差異が ある。 


追加 


JIS では， ギヤ クランクの 強度 

jt> ^6 -fin 
を 退 刀 U。 


JTS では， 安全性 を 確保す るた め 

項目 を 追加。 


j>. 11) つ, r 

ル 

J . 丄 u , 丄 

般 


¥c ：ハ ±H 枚 / 一 im さ 斗に 、バノ m 
law T^tfS^JJU X., つ 「ノレの 

長さ 力、 350 mm を 超えな 

しユ' 卜 7^ 、十 ° ス レ 直/ォ t 十 
v j し c_ zx リ、 ノ j、 ム r Ls.u u 

サ ドルの ボス ト の はめ 合 
せ 限界 標識に ついて 規定。 




つ n 1 

z.y.l 
2.9.2 


ス坐 IS] 甲 天 都よ リ 125 mm 

以上 高い 部分が あって は 

ノ ぶり , よい。 


、dj fit] 
坦刀ロ 


JIS て （よ， J ^臼 Y 迫力 11。 


JIS では， 安全 1 生 を 確保す るた め 

規定。 


5.10.2 性 

台き 

K1 匕 


性能 を 規定。 




― 




追加 


JIS では， 項目 を 追加。 


JIS では， 舟 線 折れが 多発して い 

る こと を 考慮し， 規定 を 強化。 


5.13.1 照 

明 装置 


前照灯の 義務付け 及び 尾 
灯の 性能の 規定。 




2.13.1 




追加 


JIS では， 尾灯の 性能 を 追加。 


JIS では， 道路交通法 施行規則に 

よって 性能 を 規定。 


；). 丄 J ユ a ) 

フロン 卜 
リ フレク 
タ 


ず v ィ计 估- rt^-yh /づ十 

tzi ， 、J 【旦/ >C U 、て 《しいし 1 V 
わるべき 反射 体に ついて 
規定。 






ついて 幸目ク 


4 白： hn 


TfO *t^、 /-p つ r? 、ノレ 1 1 つへ ノ^ 7 ^1 
J 1» L t'i， ノ ロノ 「 1 ノノ レノグ 

の 性能 及び 取 付 方法 を 規定。 


JIS では， 安全性 を 確保す るた め 

項目 を 追加。 


5.13.2 b) 

リ ャリフ 
レ クタ 


色， 取 付 位置， 光軸の 傾き 
及び 固定 力に ついて 規定。 




2.14.1 


性能 及び 色に ついて 規定。 


追加 


JTS では， 項目 を 追加。 


JIS では， 安全性 を 確保す るた め 

項目 を 追加。 
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(I)JIS の 規定 


(H) 

国際 


(III) 国際規格の 規定 


(IV)JIS と 国際規格との 技術的 差異の 箇条 

ごとの 評価 及び その 内容 


(V)JIS と 国際規格との 技術的 差 

異の 理由 及び 今後の 対策 


箇条 番号 
及び 題名 


内容 


規格 
备可 


箇条 番号 


内容 


箇条 ごと 
の 評価 


技術的 差異の 内容 




5.14 警音 

ふ 


ベル 又は ブザーの 装着 
義務 及び 取 付 位置 を規 

定。 




2.15 


警報音 S 器の 性能に つい 
て だけ 規定。 


追加 


JIS では， 項目 を 追加。 


JIS では， 安全性 を 確保す るた め 

T 百 F1 4 白 如 


5.15 錠 


施錠 及び 開 錠が 円滑で 
ある こと， 箱 形 錠に は 回 
り 止め 及びず り 落ち 防 
止 装置 を 施す。 




一 




追加 


JIS では， 項目 を 追加。 


ttc チ お AM ^も 7； お チ 7 -h- kh 
JIS C t よ， 女: HE! 王 を il 佳 1 木， 3 たの 

項目 を 追加。 


5.16 ス 夕 

ン ド 


スタン ドの 構造 及び 
能に ついて 規定。 








追加 


JIS では， 項目 を 追加。 


JIS では， 品質 を 確保す るた め 項 

目 を 追加。 


6 外観 


めっき， 塗装 面， その他 
の 仕上げ 面 及び マーク 

fi の 品質 を 規定。 








追加 


JIS では， 項目 を 追加。 


JIS では， 品 K を 確保す るた め規 

ゥ 
/£。 


7.3 制 動 
性能 試験 


試験 走路， 試験 装置， 供 

試 車 及び 試験 方法に つ 
いて 規定。 傾斜 台の 使用 
を 認める。 




4.3 


試験 走路， 試験 装置， 供 試 
車 及び 試験 方法に ついて 
規定。 


追加 


JIS では， 規定 内容 を 追加。 


JIS では， 安全性 を 確保す るた め 

項目 を 追加。 


7.5 ノ、 ン 
ド ル の 強 
度 試験 
7.5.1 片側 
曲げ 強度 


ハ ン ドル バーの 端 か ら 

40 mm の 位置に 108 N'm 

の 力 を 加える。 ホークス 
テム を 外側 か ら クラン 
プ する 構造の ハン ドル 
ス テムの 試験 を 規定。 




4.5.1.1 


ハン ドル バーの 端から 40 
mm の 位置に 108 N'm の 

トルク を 加える。 


追加 


國 では， 規定 内容 を 追加。 國 

では， 詳細に 規定。 


JIS し (ま， ISO 規裕 C 規疋し Cv ゝ 

な い 内容 を 補う ため 詳細 に 規定。 


ド ルバ 一 
とス テム 
との 固定 
強度 


220 N の 力 を 左右 同時に 
加える。 ねじの 締付け ト 
ルクは 20 N'm 以下。 




4.5.2 


220 N の 力 を 左右 同時に 
加える。 ねじの 締付け トル 
クは， 製造業 者の 推奨 トル 
ク 以下。 


追加 


JIS では， ねじの 締付け トルク 

も 規定。 


JIS では， 試験の 再現 性 を 考え， 

規定 を 追加。 
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(I)JIS の 規定 


(II) 

国際 


(III) 国際規格の 規定 


(IV)JIS と 国際規格 と の 技術的 差異の 箇条 
ごとの 評価 及び その 内容 


(V)JIS と 国際規格との 技術的 差 

異の 理由 及び 今後の 対策 


裕 久 ^fe j=l 
固 求 含^ 

及び 題名 


rib クズマ 
H 谷 


規格 
番号 


性- な ^ t=L 


円 谷 


'ヽ、 し 
阖 宋^と 

の 評価 


-hb め 辛 BB rH 
技孙 了 日 3 走異の H 谷 




7.5.4 ノヽ ン 

ド ルス テム 
の ホークス 
テムへの 固 
定 強度 


引上げ 棒 を 20 N'm 以 
下の ト ルクで 《帝 め 付け 
たと さ， z5 N • m の 卜 ノレ 

クを 加える。 




4.5.2 


取扱説明書に 従い 引上げ 
棒 を 締め付けた と き， 25 
N'm CO 卜 ノレ グを 刀卩ん C も 

動いて はならない。 


変更 


JIS では， ねじの 締付け トルク 

も 規定。 


TTC グ、/ ■+ S ォ f お の 宙: p 日； 吐も^: ミ 

J1S し ts， ョ ェ乂侍臾 ゾリ 丹^ il 王 を 4 ん， 

規定 を 変更。 


7.5.5 1 レ 
ーキ レバー 

の 固定 強度 


レバ一 付き 形ハ ン ドル 
は， レバ一 の 端から 40 
mm の 位置に 150 N の 力 

を 加える。 




- 




追加 


JIS では， 項目 を 追加。 


JIS では， 安全性 を 確保す るた め 

項目 を 追加。 


7.5.6 妓 労 

強度 


ISO 規格と 同し 方式。 

ホークス テム を 外側 か 
ら クラ ンプ する 構造の 
ハン ド ルス テムの 試験 
を 規定。 




4.5.4 


ハント ル ハーの 形状， 材質 

ごとに 決められた 加振 力 
によって 左右のに ぎり に 
対し 同相で 力 を 加える 第 
1 段階， 逆 相で 力 を 加える 

第 2 段階の 試験 を 50 000 

n^n 中 tfe -7 
l£j 9 ソ 実力 也 9 る。 


追加 


JIS では， g 式, 験 方法 を 追加。 


JIS では， ISO 規格で 規定して い 

ない 内容 を 補うた め 詳細 に 規定。 


7.6 にぎり 
の 強度 試験 
7.6.1 に ぎ 

h /tn (ifft n« 
り の 綱 兄 力 

試験 


60°C±2 °C の 温水に 4 
時間 以上 浸せき し， 30 
分 以上 経過 後 2 時間 以 

rib ) ザ rr\ 立に 厂ゝ — • FU 一 
W に兀の 舌 |纟 を 引つ 

つたと きの 離脱 力 を 調 

ベる。 




2.3.1 


にぎりの 離脱 力 は 70 N 以 

上。 


変更 


温水 中に 浸せき し， かつ， 離脱 
力 を 上げる。 


我が国で は， 長い 梅雨の 季節が あ 

なつん に, にさ リ V 、傲り 丁し リ, 旧 J 

つたり する ク レームが 多い こ と 
から 試験 方法 を 強化した。 


7.6.2 ェ ン 

p え お 、リ つ。 
r 卞 ヤノ ノ 

などの 離脱 

力 試験 


引 張 具によ つて 離脱 力 

ん三 阿べ y_ 
t ま へな。 








追加 


JIS では， 試験 方法 を 追加。 


JIS では， ISO 規格で 規定して い 
ない 試験 方法 を 詳細に 規定。 


7.7.1 前ホ 

ークの エネ 

ルギ一 吸収 

試験 


ホークス テム を 支え， 

ハブ軸 取 付 部に 40 J の 
エネルギー を 吸収 させ 

る。 








追加 


JIS では エネ ル ギ - 吸収 試験 を 

追加。 


ISO 規格と 同等の 試験 は， フレー 

ム の 耐振性 試験 として 実施して 

いる。 また， JIS では， 安全性 を 

確保す るた め 項目 を 追加。 
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si^ar^. 0s$s^^^ 卅 1-。 



(Ill) 国際規格の 規定 



箇条 番号 



内容 



(IV)JIS と 国際規格との 技術的 差異の 箇条 

ごとの 評価 及び その 内容 



箇条 ごと 
の 評価 



技術的 差異の 内容 



(V)J1S と 国際規格との 技術的 差 

異の 理由 及び 今後の 対策 



。 § 

CD 

co 
o 

N) 

o 



7.7.2 前ホ 
—ク の疲 

労 試験 



±450 N の 力 を 100 000 

回 加える。 



7.7.3 サス 
ペン ショ 
ン ホ 一 ク 
の タイヤ 
ク リア ラ 
ンス 試験 



ホーク 屑の 方向に 
2 800 N の 力 を 1 分 間 保 

持す る。 



-7.7.4 サス 

ペン ショ 
ン ホ 一 ク 
の 引 張 試 
験 



ホーク 肩から 引 き 離す 
方向に 2 300 N の 力 を 1 

分 間 保持す る。 



7.8 フ レ 
一 ムの強 
度 試験 
7.8.1 フ レ 
一 ムの耐 
久性 



フ レームの 種類 ごと に 
決め られ たお もり を 固 
定し 実施す る 振動 試験 
と ISO 規格 案で ある 項 
目と を 併用。 



7.8.2 耐衝 
撃 性 又 は 
エネ ル ギ 
一 吸収 性 
7.8.2.1 質 
量 落下 衝 
撃 試' 験 
7.8.2.2 ェ 
ネ ル ギ 一 
吸収 試験 



22.5 kg のお もり を 180 
mm の 高さ カゝら 落下し， 
ハブ軸 間 距離の 永久 変 
形 量 を 求める 質量 落下 
衝撃 試験， 又は 40 J のェ 
ネル ギーを 吸収させる 
エネルギー 吸収 試^ を 

行う。 



4.6.3 



4.6.1 



鉄 系 材料 製 は 土 440 N， 非 
鉄 系 材料 製 は ±600 N の 
力 を 50 000 回 加える。 



22.5 kg のお もり を 180 
mm の 高さから 落下し， ノヽ 
ブ軸間 距離の 永久 変形 量 
を 求める 質量 落下 衝撃 試 
験 を 行う。 



追加 



追加 



追加 



JTS と ISO とで は， 試験 力 及び 

試験 回数が 異なる。 



J1S では， 項目 を 追加。 



JIS では， 項目 を 追加。 



J1S では， 項目 を 追加。 



JIS では， エネルギー 吸収 試験 

も 選択で きる ようにした。 ま 
た， 質量 落下 衝撃 試験に つい 
て， 上 パイブが 可動 式の もの， 
及 び 下 側 へ 取 り 付 け た 状 態 の 
もの を 追加。 



ISO 規格 案 と 同じ 内容で 規定。 



J1S では， 安全性 を 確保す るた め 

項目 を 追加。 



JIS では， 安全性 を 確保す るた め 

項目 を 追加。 



ISO 規格で は， フレームの 疲労 試 
験の 規定がない。 JIS では， 安全 

性 を 確保す るた め 項目 を 追加 。 



従来から JTS の 試験と して 実施 さ 

れ てきた もので あり， 試験の 過酷 
さ 及び 目的 も 同じで あるので 選 
択を 認めた。 



(I)JIS の 規定 



箇条 番号 
及び 題名 



内容 



} 際 格 号 

S 国. 規番 



(I)JIS の 規定 


(II) 

V 丄ゾ 


(III) 国際規格の 規定 


(IV)JIS と 国 ,。 、規格との 技術的 差異の 箇条 


(V)JIS と 国際規格 と の 技術的 差 






国際 






ごとの 評価 及び その 内容 


異の 理由 及び 今後の 対策 


箇杀 番号 


内容 


規格 


阖条 番号 


内容 


箇条 ごと 


技術的 差異の 内容 




"TL ブ l、、 H'X ノ 7 

及 ひ 題名 




番号 






の 評価 






7.8.3 耐前 


立 パイ プの 上端の 延長 




4.6.2 


おもり の 重心 を 後車 軸の 


変更 


おも りの 落下 高さが 異なる。 


JIS C ti, ノレ ム形 リ穴 （"よる 走 


倒 し 衝撃 


上 75 mm に 70 kg のお も 






鉛直線 上の ilA 置から 洛下 






吴 をな \ 9 ため マ 各 「 冋 己^ 現 /b。 


性 


り を 1 も 1 定し， 刖 ホーク 先 






させる。 








7.8.3.1 前 


A を 300 mm の咼 さから 














/7t r r 1 な— まひ 

倒 し 衝 搫 


金沐 上に 2 回 、％ 卩させ 














試験 


る。 














7.8.3.2 マ 


70 kg のお もり を 3 か 所- 






マウ ン テン バイ ク 類形 車 


追加 


JIS では， 車種 を 限定した 試験 


JIS 0な ま， 女生 1土 を帷 1 木 9 6 ため 


ゥン テン 


に 分散 させて 固定し， 






に 限定 し た 目 式 1 黄 方法 は な 




方法 を 追加。 


菜界 基準 と し し疋 めら れた項 a 


パ イク 類 


ホーク 先端 を 300 mm の 






い。 








形 車の 前 


咼 さから 金) 木 上 に 2 回、 洛 














倒 し fll 撃 


下させる。 














試 '験 
















7.9 車 輪 


車輪 中心 面に 対し 垂直 




4.7 


車輪 中心 面に 対し 垂直に， 


変更 


JIS では， 規定 を 強化。 


JIS C f ま ， 女^ ： | 王 を 力 佳 1 禾 する 7L め 


幸な コム 

の 青き 的 5 虫 


に， リ ムのー 点に 300 N 






リ ムの 一点に 178 N の 力 






班 ウ も 3ぉ ル 

現 疋をラ s1l。 


度 試験 


の 力 を 1 分 間 加ん る。 






を 1 分 間 加ん る。 








7.9.1 車輪 
















^ 主な A/- t 

の 横 # HV 
















リ虫 度お T| 臾 
















7.9.2 車輪 


車 早 ITH 上面 に 対し 直角 に， 








追加 


JTS では， 項目 を 追加。 


T TO -7^- / + ぉふ4 や か 膝 す スナ' め 

jib に Vck ， 艾 土 | 土 冗 他 1 禾 y な/し" リ 


-- p. 々く 、ム ±/? xt, 

の 静 的 


ノヽブ 車 由 方向に 2 500 N の 












相 ま 

ノ、 兄/ bo 


，か t^n に 八 

弓 虫 式 験 


力 を 1 分 間 加ん る。 














7.11 ぺダ 


クランク はめ 合い 部で 






- 


追加 


JIS では， 項目 を 追加。 


JIS ま， 女 全 1 王 を 惟 1 宋 9 るた め 


ルの強 


固定し， ペダル 体に 1 800 












項目 を 追加。 


試験 


N の 力 を 鉛直に 5 分 間 加 














7.11.1 ぺ 


える。 














ダ ル の 静 
















的 強度 試 
験 
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(I)JIS の 規定 


(H) 

国際 


(III) 国際規格の 規定 


(IV)JIS と 国際規格との 技術的 差異の 箇条 

ごとの 評価 及び その 内容 


(V)JIS と 国際規格との 技術的 差 

異の 理由 及び 今後の 対策 


箇条 番号 
及び 題名 


内容 


規格 
番号 


箇条 番号 


内容 


箇条 ごと 
の 評価 


技術的 差異の 内容 




7.11.2 ぺ 

グ ノレ Tt: 乂而 
部 の 静 的 
強度 試験 


クランク はめ 合い 部で 

fflc^ I ハ。 Af 'し Y 太の 4t 蹈 
回/ b し， へノ ノレ 1 牛 レリ 允乂而 

から 10 mm 以内に 1 200 

N の 力 を 鉛直に 5 分 間 加 

える。 








追加 


JIS では， 項目 を 追加。 


JIS では， 安全性 を 確保す るた め 

項目 を 追加。 


7.11.3 ぺ 

ダ ル の 動 
UV \m y\ 
験 


ペダルに 90 kg のお も り 
をつ り 下げて 100 000 回 

半 5 c で な。 




4.8.2 


ペダルに 50 kg のお も り を 
つ り 下げて 1 000 000 回転 
c* "tHT な。 毕出 レリ IMJ タ乂レ よ 母ノ J 
100 回。 


変更 


JIS では， おも り を 増し， 回数 

を 減じる。 


J1S と ISO 規格と は， ほぼ 同等の 

試験で あるが， 試験 時間 を 短縮す 
るた めに 変更。 


7.11.4 合 

成 樹脂 製 
ぺ ダ ル の 
麻 赛 きォ除 

HUj ノ^-口 


合成樹脂 製 ペダルの 耐 

寒 試験 は， 一 20 °C± 
2 °C で 30 分 間 保冷した 
^ 街 暮 s レひ のお ゴ、 h ふ 

W^y 里 o Kg レンね む V 

200 mm の 高さから 落下 
させる。 








追加 


JIS では， 項目 を 追加。 


JTS では， 安全性 を 確保す るた め 

規定。 


7.12 サ ド 

ル の 性 能 
試験 

7.12.1 固 

定性 能 


サ ドル 座 面の 垂直 方向 

レし DOo IN, Ai^i/J IRJ 、し LjLL 

N の 力 を 加える。 菊 座ね 
じ 部の 締付 トルク は 20 

XT - tn ； U ナス 

丄 N ILL し プ^^ o 




4.9.1 


サ ドル 座 面の 垂直 方向に 

Cfio xt -A{ Ail ~P; r^n I つっつ XT 
DUO IN, /jS\/J IRJ に ZZZ JN 

の 力 を 加える。 


追加 


JIS では， ねじの 蹄 付け トルク 

\) 观疋 


JIS では， 試験の 再現 性 を 考え， 

規定 を 追加。 


窗 

S み 


質量 80 kg のお も り を 負 
荷し- 全 振幅 16 mm 150 
回 Z 分， 120 000 回で 加 

振させる。 




- 


一 


追加 


J1S では， 項目 を 追加。 


J1S では， 品質 を 確保す るた め規 

定。 


7.12.3 耐 

寒 性 


一 20°C±2 。C， 30 分 後 8 
kg のお もり を 600 mm の 

高さから 落下させる。 








追加 


JIS では， 項目 を 追加。 


JIS では， 品質 を 確保す るた め規 

定。 


7.12.4 ば 

ね 強さ 


300 N の 力で， 30 秒 間 圧 

縮す る。 








追加 


JIS では， 項目 を 追加。 


JIS では， 品質 を 確保す るた め規 

定。 
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ffft#gM J; さ 齑耀， 裙 T1SI ； ニー： ゆ fLT せ wt。 



(I)JIS の 規定 


(II) 

国際 


(III) 国際規格の 規定 


(IV)JTS と 国際規格 と の 技術的 差異の 箇条 
ごとの 評価 及び その 内容 


(V)JIS と 国際規格との 技術的 差 

異の 理由 及び 今後の 対策 


镜冬 来县 
回 木 食^" 

及び 題名 


1 ハ J 分 


規格 
番号 


倚 冬 丧-き 
固 木 货 ラ 


1っ 杏 


街^ r ，、ひ 
固 木し し 

の 評価 


i^m お 1 羊 s の ぬ 空 
仪 術 口 j 左 兵り 1 つ 杏 




7.12.6 ビニ 

ルレ ザ 一又 

ほ a ぱ m m 
は 口 M)dJ/J 曰 

製 ト ッ プの 

破裂 強さ 


ビニル レザー 又は 合成 
樹脂 製ト ッ プの 破裂 強 

て 試験す る。 








追加 


JIS では， 項目 を 追加。 


JIS では， 品質 を 確保す るた め規 

定。 


7.12.7 革 製 

ト ッ プの引 
張 強さ 及び 
伸び 


サ ドル ト ッ プの革 製 ト 

ップの 引 張 強さ は， JIS 
K6550 による。 




- 




追加 


JIS では， 項目 を 追加。 


JIS では， 品質 を 確保す るた め規 

定。 


つ、 つ 々ノ , 

/. 丄 _3 ン 

ト ポストの 

疲労 試験 1 


Tcr* ffl 太 夂/， -hn ±P -h ^> 
ISO Wtm 【し ， 刀 U wkJj 

規定 位置に 加える こ と 

がで きない 場合， 距離 

との 相関関係で 加振 力 

を 調整して もよ いとい 

う 規定 を 追加。 




4.9.3.Z 


^ d 比 《7 ^斗 、、ハ レ+。 マ 

トの 素材に よって 異なる 
加振 力 を 垂直 下方に 加え 
る。 第二 段階で は， シ一 ト 
ボス ト の 素材に よって 異 

なる 後方への 反復 力 を 加 

4 ス 
んな。 


、亡 -hn 


JIS C 1/3：, 不日！^] を お つ C JjumiiL 

置 を 調整で きる ように 追加。 


JIS では， 加振 力 を 規定の 位置に 

加えら れな い 場合 を 考慮して 選 
択肢を 設ける。 


7.14 シ 一 

ト ポストの 

疲労 試験 2 

(コンビ ネ 

ーシ ョ ンピ 

ラ ——） 
ノ ノ 


シー ト ポスト に 試験 用 
バー を 取り付け， 上下 
方向に 各 200 N の 交互 
の 力 60 回/分， 200 000 
回 繰り返し 加える。 








追加 


J1S では， 試験 方法 を 追加。 


JIS では， 従来から 存在した 試験 
方法 を ISO 規格の 試験 方法と 併 

記。 


7.15 ギ ャ 

クラ ソクの 
ノノ メズ ゾノ 

強度 試験 

7.15.1 ぺダ 

ル取 付部静 

的 強度 


鉛直 力 1 500 N を 1 分 間 

fin -5 7 ^H\t ？ mm bi"F 

(組立 締付け トルク 40 
N-m 土 5N*m)。 




- 


- 


追加 


JIS では， 項目 を 追加。 


JIS では， 安全性 を 確保す るた め 

項目 を 追加。 


7.15.2 ギヤ 

板 固定 強度 


鉛直 力 2 000 N を 1 分 間 

加える。 








追加 


JIS では， 項目 を 追加。 


JIS では， 安全性 を 確保す るた め 

規定。 
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(I)JIS の 規定 



箇条 番号 
及び 題名 


内容 


7.15.3 1 

ランク 水 
平 落下 衝 
撃 強度 


10 kg のお も り を 150 mm 
の 高さから 10 回 落下 さ 
せ， 破損せ ず 永久 変形 量 
5 mm 以下 （組立 締付け ト 
ルク 40N'm±5 N-m) 


7.15.4 ク 

ランク 鉛 
直 落下 衝 
撃 強度 


10 kg のお もり を 1 000 
mm (長さ 140 mm 以下の 
もの は 500 mm) の 高さ 
から 落下させる （組立 締 
付け ト ノレ ク 40 N'm±5 
N*m)。 ただし， 鋼製 グ 
ラ ンクは 除く。 


7.15.5 ク 

ランク 疲 
労 強度 


下げ 角 45° ±2° ， 1 400 
N (長さ 140 mm 以下の 
もの は 700 N) を 50 000 
回 加える （組立 締付け ト 
ルク 40 N*m±5 N'm)。 
ただし， 鋼製 クランク は 
1 100 N。 


7.16 路上 

試験 


チェ 一 ン 又は 歯 付きべ 
ノレ トは， 適正な 長さ 及び 
張りが あり， かつ， 操縦 
機能 は， 緩み， がた など 
がな く， 組 付けが 確実に 
な さ れた 自転車に 適応 
乗員が 乗車して 1 km 走 
行す る 路上 試験 を 行う。 
試験 中に 幅 50 mm, 高さ 
25 mm の 木片 を 配置した 
30 m の コース を 5 回 走行 
する。 



(m) 国際規格の 規定 



箇条 番号 



内容 



(IV)JIS と 国際規格との 技術的 差異の 箇条 
ごとの 評価 及び その 内容 



箇条 ごと 
の 評価 



技術的 差異の 内容 



(V)JIS と 国際規格との 技術的 差 

異の 理由 及び 今後の 対策 



追加 



J1S では， 項目 を 追加。 



JIS では， 安全性 を 確保す るた め 

規定。 



追加 



JIS では， 項目 を 追加。 



JIS では， 安全性 を 確保す るた め 

規定。 



4.8.3 



圍 げ角 45。 ±2° , 1 400 N 
を 50 000 回， ひび 割れ， 

折 損， 結合 部の がた がない 
こと。 

ただし， 鋼製 クランク は， 
1 100 N。 



追加 



JIS では， 長さ 140mm 以下の 

ものの 規定 及び 組立 締付け ト 
ルクを 追加。 



JIS では， 適用 範囲で 子供 車 及び 

折り畳み 車の もの を 含め， また， 
試験 条件 の 統一 性 から 組立 締 付 
け トルク を 規定。 



4.10 



歯 付き ベル ト は 規定が な 



追加 



歯 付き ベル ト車も JIS と して 

規定した ため 追加。 



歯 付き ベルト 車の 安全性 を 確保 
する ため 追加 規定した。 



毒 f ： 一： u 、二 .-「v「l: 二， 裙譏^ K^.lhwtL ベせ frwt。 



} 際 格 号 

B 国規番 
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(I)JIS の 規定 


(II) 

国際 
規格 
番号 


(III) 国際規格の 規定 


(IV)JIS と 国際規格との 技術的 差異の 箇条 
ごとの 評価 及び その 内容 


(V)JIS と 国際規格との 技術 旳差 

異の 理由 及び 今後の 対策 


箇条 番号 
及び 題名 


内容 


箇条 番号 


内容 


箇条 ごと 
の 評価 


技術的 差異の 内容 




8 検査 


形式 検査 及び 受渡 検査 
時の 検査 項目 を 規定。 






- 


追加 


JIS では， 項目 を 追加。 


J1S では， 形式 検査 及び 受渡 検査 

Ff ま/,^: 倫す ス 徐有 ェ百 曰 ち RR W \ ― 

ロ寸 犬// tE 9 な 个臾， a ふ お tl [ Vd vm に 

する ため 規定。 


9 表示 
9.1 製 品 

の 表示 


製造業 者 名 及び 車体 番 

号の 表示。 




2.17 


製造業 者 名 及び フレーム 
製造番号の 表示。 


追加 


JIS では， 項目 を 追加。 


J1S では， 安全性 を 確保す るた め 

規定 を 追加。 


9.2 マ ゥ 

ン テン ノく 
ィ ク 類形 
車の 表示 


マウンテン バイ ク 類形 
車に 対する 一般 道路 以 
外での 乗 用 を 禁じ る 旨 

の 表示。 








追加 


JIS では， 項目 を 追加。 


JIS では， 安全性 を 確保す るた め 

規定 を 追加。 


9.3 車 輪 

の 固定 確 
認 に 関す 
る 表示 


クイック レリ ーズハ ブ 
が 固定され てい る こと 
を 乗車 前に 確認す る よ 
う ステッカーな どで 表 

示。 








追加 


JIS では， 項目 を 追加。 


Jl» ^ ti, 5ca^l 王 Y 維 1 禾 9 なにの 

規定 を 追加。 


9.4 リ ャ 

キヤ リャ 
に関する 
表示 


リャ キヤ リャ への 幼児 
用 座席の 取 付けに 関す 

る 




一 


一 


追加 


JIS では， 項目 を 追加。 


JIS では， 安全性 を 確保す るた め 

規定 を 追加。 


9.5 添 付 
カード 


車種， 諸元， 機能， 性能 
な ど を 記載した カー ド 
の 添付。 






- 


追加 


JIS では， 項目 を 追加。 


ttc で け ゆ 悪 去の] 5^ 品 ； 11 in の 
JIS し t5«， fHi^Li ^"レン IrI ロロ fe:f/XB 寸レソ 

便宜 を 図る ため 規定。 


10 取扱 説 

明 書 


取扱説明書に 記載す ベ 
き 事項に ついて 規定。 




2.16 


取扱説明書に 記載すべき 
事項に ついて 規定。 


追加 


JIS では， 項目 を 追加。 


JIS では， 安全性 を 確保す るた め 

夫 律ま^ ミ自 力 n 


附属 書 JA 

(規定） 
歯 付きべ 
ノレ 卜 


歯 付き ベル 卜の 引 張 強 
度， 耐 温度 性， 耐 油性， 
耐水性 及び 連続 駆動 耐 
久性 について 規定。 








追加 


JIS では， 規定 を 追加。 


歯 付き ベル ト は 我が国 独自の も 
ので あり， JIS では 規定 を 追加。 



JIS と 国際規格 と の 対応の 程度の 全体 評価 ： ISO 4210:1996, MOD 
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注記 1 箇条 ごとの 評価 欄の 用語の 意味 は， 次に よる。 



- 削除 国際規格の 規定 項 目 又は 規定 内容 を 削除 している。 

- 追加 ' 国際規格 にない 規定 項目 又は 規定 内容 を 追加して いる。 

- 変更 国際規格の 規定 内容 を 変更して いる。 、 

一 選択 国際規格の 規定 内容と は 異なる 規定 内容 を 追加し， それらの いずれ か を 選択す ると している。 

注記 2 JIS と 国際規格との 対応の 程度の 全体 評価 の 記号の 意味 は， 次に よる。 
- MOD'〜 国際規格 を 修正して いる。 



7 払 

D 9301 ： 2010 
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JIS D 9301 ： 2010 

一般 用 自転車 

解 Wl 



この 解説 は， 規格に 規定 * 記載した 事柄 を 説明す る もので， 規格の 一部で はない。 
この 解説 は， 財団法人 日本規格協会が 編集 • 発行 する もので あり， これに 関する 問合せ 先 は， 財団法人 
日本規格協会 である。 

1 今回までの 改正の 経緯 

この 規格 は， 昭和 36 年に 制定され， その後， 幾度 かの 改正が 行われ， 今回の 改正に 至った。 今回までの 
改正の 経緯 を， 次に 示す。 

a) 平成 8 年に ISO 4210:1996 (Cycles -Safety requirements for bicycles) (サイ ク ル —自転車の 安全 要件） と 
の 整合 化 を 図 る ための 改正が 行われた。 

b) 平成 16 年 7 月の 改正で は， 自転車 関連の JIS では， 部品 ごとに^ 準が 設けられ， 各種の 試験が 確立 さ 
れ ている が， 完成 車の 規格と して この 規格 を 見た 場合， それぞれの 部品 規格 を 引用し なければ ならな 
い 構成で， 自転車の 安全性に ついて 把握し にくい 面が あった。 そこで， 部品から 完成 車に かかわる 項 
目 を 取り込み， 総合的に まとめた 完成 車の J1S となる よう 改正が 行われた。 

c) 平成 20 年 4 月の 改正 （以下， 旧規 格と いう。） では， 労働 安全 衛生 法 施行 令に よって， 平成 16 年 10 
月 1 日から， 含有す る 石綿の 重量が 当該 製品の 重量の 1 % を 超える ブレーキ ライニング などの 製造- 
使用 が禁 じられ た 力 へ 平成 1 7 年 9 月までの 間に 中国 で 生産 され， 日本へ 輸入され た 幼 児 用 自 転 車 の 中 
に， 政令に 抵触す る ブレーキ ライニングが 使用され ている ことが 明らかと なり， 早急に 規格 内に 明記 
する こと が 必要 となり， 改正が 行われた。 

なお， 試験の 結果， バンド ブレーキ • ライニングに は アスベスト 鉱物の クリソ タイルが 含まれて い 
たが， ブレーキ 制動 時の 粉 じん （塵） 中の アスベスト 繊維 数 濃度 は 大気汚染 防止法 施行規則の 規定 濃 
度 値 を 著しく 下回って おり， 健康への 影 J はない ことが 確認され ている。 
なお， 旧規 格 は， ISO 4210:1996 を 元にして 作成した 規格であった。 ISO 4210:1996 について は， 平成 21 
年 6 月の 1SO/TC149/SCI 東京 会議に おいて， EN 14764:2005 (City and trekking bicycles, Safety requirements and 
test methods) など 3 規格 を ベースに 規格 を 見直す ことが 決まって いる。 

今回， 財団法人 自転車 産業 振興 協会 は， JIS 原案 作成 委員会 を 組織し， JIS 原案 を 作成した。 この JIS 原 
案 を 主務大臣 である 経済 産業 大臣に 申出し， 日本 工業 標準 調査 会で 審議 議決され， 平成 22 年 5 月 20 曰 付 
で 公示され た。 

2 今回の 改正の 趣旨 

折り畳み 自転車 （コンパクト 車） で， 前 ブレーキ を 強く 握る と 急 制動が かかり， 同時に 後輪が 高く 浮き 
上がって 自転車が 前方に 倒れる と ともに 乗員が 投げ出される 危険に さらされる ものが あるとの 指摘が あつ 
た。 必要 以上の 制動 力が 発生す ると， 長い 下り坂な どで 速度が 速くな つた 場合に は 特に 危険な ことから， 
ブレーキの 利きに 関連す る 注意 喚起 を 明記す る 必要が 生じた。 このため， 今回 この 規格の 改正 を 行った。 

解 1 

著作権法 により 無断での 複製， 転載 等 は 禁止され ております。 
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また， リャ キヤ リャ への 幼児 用 座席の 取 付けに 関する 表示 及び 取扱説明書の 規定 を 追加した。 

3 審議 中に 特に 問題と なった 事項 

前 ブレーキの 利 きに 対して， この 規格で は， 制 動 性能 試験 における 前輪 及 び 後輪の ブレーキ を 同時に 使 
用した 場合の 制動 距離の 上限に ついては 規定して いるものの， 前 ブレーキが 利き 過ぎる ことの 危険性 を 明 
確に 判断す る こと はでき ない。 この 問題に ついては， "ブレーキの 利き" という 自転車 全般に かかわる 案件 
であった ことから， 学識 者 及び メーカで 構成す る "内外 規格 検討 会" で 対応 を 検討した。 自振協 ，技術 
究 所で， "ブレーキ 制動 力の 測定 予備 実験" 及び" ブレーキ 制動 時の 後輪 浮き上がり 実験" を 実施し， その 
実験 結果 及び 検討 会に おける 議論から， 乗員が ブレーキ を かける ときの 環境 条件 • 使用 条件 は， 次のと お 
り 様々 な 要因が 単独， 又は 複合 的に 起こり 得る ことが 考えられ， その 要因に よって ブレーキ 制動 力 （利き） 
は 大き く 異なる ことから， ブレーキ 制動 力 を 数値 化して 規定す るまでに は 至らなかった。 

a) リム 及び ブレーキ ブロックの 水 ぬれ 時と 乾燥 時との 違い 

b) ブレーキの 種類， リムの 材質 （ステンレス • 鉄 • アルミ）， リムの 表面 状態 （粗 さ， 処理)， ブレーキ 
ブロックの 材質， ブロックの 溝の 形状， 減り 具合の 差異 

c) リ ム 又は ブレーキ プロ ックの 温度 変化に 伴う 制動 力の 変化 

d) ブレーキ アームの 位置 ずれに 伴う 片 利き， ブレーキ ワイヤの 伸びに 伴う ブレーキ ブロッ クと リムとの 
間隔の 変化 

e) ブレーキ レバーの 握り 方 （力の 入れ 具合） による 制動 力の 違い 

f) 自転車の 種類， 乗員の 体重， 走行 路面の 違いな どに よる ブレーキ 制動 力の 差異な ど 

しかし， ブレーキ の 利 き に 関連 し た 重大 事故が 発生す る 可能性 は 否定で きない ことから， 取扱説明書の 
項目に ブレーキの 利きに 関する 注意 喚起 を 促す 文 言 を 追加す る こと と した。 

4 適用 範囲 

従来 どおり， JISD 9111 に 規定す る 一般 用 自転車と した。 ただし， 一般 用 自転車に 電動 アシスト 機能が 
付加され た 電動 アシス ト 自転車 は 適用 外と していた が， JIS D 9111 の 改正で 電動 アシス ト 自転車 を 新たに 

大分 類と して 定義し， 一般 用 自転車から 外れた ことから， 旧規 格での ただし 書き を 削除した。 

5 今回の 主な 改正 点 

主な 改正 点 は， 次のと おりで ある。 

a) 引用 規格 （本体の 箇条 2) JIS B 4650 (手動 式 トルク レンチ） が 改正され， JIS B 4652 (手動 式 トル 
ク ツールの 要求 事項 及び 試験 方法） に 置き換えられた。 自転車の 部品 規格 改正に 伴い， JISC9502 (自 
転 車 用 発電 ランプ） は "自転車 用 灯火 装置" に， JIS D 9411 (自転車 用 どろよけ） は "自転車 一 どろ 
よけ" に， JISD9412 (自転車 用 ハンドル） は "自転車— ハンドル" に， JISD9420 (自転車 用 スポ一 
ク） は "自転車 一スポーク 及び ニッ プル" に 規格 名称 を 変更した。 

b) 前 ホークの エネルギー 吸収 性 （本体の 5.4.2) JIS D 9402 (自転車— 前 ホーク） の 規格 改正に 伴い， 
40 J の エネルギー を 吸収 させた 時の 永久 変形 量 を ， 40 mm 以下に 変更 し た 。 

c) 前 ホークの 疲労 性 （本体の 5.4,3) JIS D 9402 の 規格 改正に 伴い， 前 ホークの 疲労 性と して EN 
14764:2005 と 同様の 規定 を 追加した。 

d) サスペンション ホークの タイヤ クリアランス （本体の 5,4.4) JISD 9402 の 規格 改正に 伴い， サスぺ 
ンシ ヨン ホークの 試験と して EN 14764 と 同様の 規定 を 追加した。 マウンテン バイク 類形 車 は 要求 規 

解 2 

著作権法 によ り 無断での 複製， 'IS 載 等 は 禁止され てお ります。 
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定 とした が， マウンテン バイク 類形 車 以外に ついては， 子供 車な ど にも サスペンション ホーク が 使用 
されて おり， 基準 値の 確認が できて いない ことから 推奨 規定に と どめた。 

e) サスペンション ホークの 引 張 強度 （本体の 5.4.5) JISD 9402 の 規格 改正に 伴い， サスペンション ホ 
ークの 試験と して EN 14764 と 同様の 規定 を 追加した。 

f) フレームの 耐久性 （本体の 5.5.1) フレームの 材質が カーボンファイバー 製に も 適用で きる ように， 
判定 基準と してた わみ 量の 規定 を 追加した。 

g) ペダル 先端 部の 静的 強度 （本体の 5.9.1.2) JIS D 9416 (自転車— ペダル） の 規格 改正に 伴い， 折り 
畳みべ ダル に 対応 し た 規定 を 追加 した。 

h) 錠 （本体の 5.15) かぎ 付き 錠 は， シ リンダ 構造で なければ ならない 旨 を 追加した。 

i) 疲労 試験 （本体の 7.5.6) ハンドルの 疲労 強度 は， ISO4210 に 整合 化した 疲労 試験と J1S 独自の 耐振 
性 試験と から 選択し 実施して いた 力、 JISD 9412 の 規格 改正に 伴い， 耐振性 試験 を 削除した。 

j) リャ キヤ リャ に関する 表示 （本体の 9.4) リャ キヤ リャ への 幼児 用 座席の 取 付けに ついては， 主に 幼 
児 用 座席 を 取り付けて 使用す る 車種と して シティ 車に 限定し， 幼児 用 座席の 質量と その 幼児 用 座席が 
指定す る 最大 適用 体重との 合計 質量 （最大 積載 質量） を 分かりやすく 表示す るよう 規定した。 ス ポー 
ッ車 は， レジャーに 使用し 幼児 用 座席 を 取り付けて 幼児 を 乗せない など， シティ 車 以外の 車種の 表示 
について は， メーカの 判断に よると して 規定して いない。 

k) 取扱説明書 （本体の 箇条 10) 本体の 箇条 10 b) の 交通 法規 を 遵守す る 内容に， 二人 乗りの 禁止 を 追 
加した。 

本体の 箇条 10 c) を" 荷物 積載 時の 注意 及び 警告" とし， リャ キヤ リャの 取 付けの 可否 を 追加し， リ 
ャ キヤ リャの "容量 別 クラス" は "質量 別 クラス" に 変更した。 "自転車の 許容量 以上 は 積載で きない 
旨" は， "積載 質量 を 遵守す る 旨の 警告" に 変更した。 重い 荷物 を 積載 すれば， 自転車の 安定性 を 損な 
うため， "大きな 容量 クラスの リャ キヤ リャを 取り付けても" の 文 言 は 不必要で あり 削除した。 

本体の 箇条 10 d) の 幼児 用 座席の 取 付けに ついては， "幼児 用 座席の 取 付け 及び 幼児 同乗 時の 注意" 
に 変更し， 2) 幼児 用 座席 を 取り付ける 場合 は， 自転車， キヤ リャ 及び 幼児 用 座席の 取扱説明書の 指示 
に 従う 旨， また， 幼児 用 座席の 質量と その 幼児 用 座席が 指定す る 最大 適用 体重との 合計が キヤ リャの 
最大 積載 質量 以下で なければ ならない 旨の 警告， 3) —本 スタンド を 備えた 自転車で は， 幼児 用 座席 を 
取り付けて はならない 旨の 注意， 4) 幼児 用 座席に 幼児 を 乗せる 場合 は， 幼児 用 座席の 使用 上の 注〕; 5 事 
項に 従う 旨， また， 幼児の 体重 は， 幼児 用 座席が 指定す る 最大 適用 体重 以下で ある こと を 確認す る 旨 
の 警告 を 追加す るな ど 変更した。 

本体の 箇条 10 g ) の ブレーキの 掛け 方 及び 注意に 関する 規定に， 前 ブレーキ 強く かける と， 車輪が 口 
ックし 自転車が 前方に 転倒す るお それが ある こと に 対す る 注意 喚起 を 追加 し た。 



6 原案 作成 委員会の 構成 表 

原案 作成 委員会の 構成 表 を， 次に 示す。 

自転車 JIS 改正 原案 作成 委員会 構成 表 

氏名 所属 
(委員長） 兵 藤哲朗 東京 海洋 大学 

(委員） 勝 股 美 代 子 消費生活 アドバイザー 

仲 野 禎 孝 独立 行政法 人 国民生活 センター 



解 3 



著作権法 により 無断での 複製， 転:'"'， は 禁止され てお ります。 
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解 4 



著作 拖法 により 無断での 複製， 転載 等 は 禁止され てお り ます。 
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